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Ss = 6S Ss ra we 


Ma A He EO — 


597 GEIL > EKO AE 


a ih 津 BL fi 
Bet &£ 田 we 一 
| Bt 高 根 BR Fl 
mete 6 17 A OR > AORRBEC k OTM LK AGRA, REOVA TE 
と 笑 す る 者 の 中 に は , HIE 7 » = = y 2H (Salammonite, Sal Ammoniac, 
Salmiac=NHA,Cl) OFM UT 諸 所 に 産 す る 事 は , ABI BBE 
(HBP RAAB IS OCHRE 6 tite 5 PRE OS 
BREADED HEE 7 > t=O WE OL ELK A, 後に 記す る が 如 
く , 主 と し て 化 措 定 性 法 に 擦れ る の る み に て , 他 の 方 法 を 行 ふ を 得 ざ 9 LIE, 
SPREE ELE 其 概 要 を 報 ず る に 人 委 な め LRT EO, 其 後 猫 研究 を 績 行 
し た る を 以 て 以下 其 結 果 を 報告 せん と すっ 
周知 の 如く , 臣 化 テン モ = ッ ウム 確 を 決定 する は 簡 軍 な ら ず 。 磯 物 題 微 鏡 
下 に 検 す る に SHAK BS SAA SURG eK Se UT, SR Be i 
に 難く , 唯 供 か に LHR OM ELMO 7 1» BE EO lB LUGS 
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特性 な る も , 若 し 臨 化 ア マモ = ウム 中 に 他 の 忠 化 物 の 少量 を 混 CT AE 
を 形成 する 時 は LAE 赤 容 易 に 綱 化 する を 以 て , この 一 方 法 の みる を 以 
TREES DET o RIK OBE ICSE OTK INO SOND 5F 0 以下 
BE OPER 6 872 MAR GCM A 


1 Bo ABEL CB > HDL > FR) 
C1) 86 f%, (2) 34 億 
(1) 結晶 形 と 其 屈折 率 Mb 7 > t= 9 2 PES AHA OD Enantiomor- 
_Phous form (BS Se BST ALIKE GD » BO RIOR 
ize AARC C 観る に , AE ORME SERS BS LMD TIES BORA 
Eb, BEE CRT TULSA LS DA < VRBO TEBE A Be 
骨 成 長 (Skeletal growth) を 果す 

ADE HBG (BS S PTA BME T, 測定 せる に ROMP Bt 
Do 

(a) My > ee REA PA it & URE Stee, 


1.6403°> ## ih DNp >1.6370 
«ve Np =1.639+2 


= hei 


he i 4 


BF Re, 報 x 163¢ 3 > 


Cb > OUR. 4 FLEA WIR 500 m OMB y Y 採集 せる 純白 色 な ら ざ 
3TAEIRE Bi | 
1.6403> 48 8: D Np > 1.6370 

Dp =1,6394-2 


BS ASH O J TABS Dp =1.63942 LATPIRS Lo BE ME OM 
た る NH4ClOMPA MES Iz 1.6418 or 1.642 LT, REO A tle 
1 LU WAL OREO MU VILA THA 2 Lo IC AMEIES 4 O -MENOD 
混合 に より て 基 値 の 小 な る に は あら ざる か を 思ひ , 更 に 同じ 條 件 の 下 に て 
Kahlbaum 及 Merck MA @ALWO HILO FCM EEA 2 RIE 
{= 1.6403 > ny > 1.6370 BN t 1.63942 tO Hic NRCI 184C 以下 の 
ith OMAR ROL 6 tuts BK OMDICL ES AKIO KEM 
(LB RBEADSLLO MONE & OCHA SLU MLD DUERA WRO-C4F O 
た る 者 な る が な か, PARE IC K OMIA KA HEA ET SRR INO 精 
BRACES 5 

DADR Wkrve=72(t-30 & 1815C OMB TPBR 
Aid DIREC G drt: B 所 な り , 特 に 18 ま C MELAS SREB IE 基 測 定 に 
FAMERS & SB LIC, Differential thermo-couple % JIU CH > BIRT 
5 RIC HS CHR BUI Te x =o ABRICBE SC 熱 分 析 を 行 ひ , 同じ 條 件 
の 下 に Kahlbaum §NH Cl の 分 析 を 行 ひ 其 結 果 を 比較 せり 。 其 結果 は 第 
ACC 2 OOM Le 

FEMI 2c, BOT RIES DRRMOWMICT ve = 9 Db, (EBBBANT 
BALOMILT vt = 9 4 6, MOMOMRE MOOK tO, WMI 
HHO ERR 7 AL, 其 温度 は 加熱 の 場合 冷却 の 場合 より 高き は 第 富 
HOW Lo 


1) E. S. Larsen, Bulletin U. S G. S., No.679, p.176, 1921, 
P, Niggli, Lehrbuch der Mineralogie, IT 1926, p. 198. 
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Mabe ye = 9 2. PORE RICHES TILER IC 1910 年 Wallace に より て 
測定 せら れ た る 者 あめ り て, 其 温 度 は 159C KO. HRP. EC. Scheffer 

By os ABS) (1916) FE lk ASH DSS Ne 

精細 に 研 完 し て 184.5°C と 

決定 し P. W. Bridgman 

(1916) も 184.8C 4 な せり 。 

余 等 今回 の 熱 分 析 の 結果 

に 見 る が 如く , Bll RH 

rk O CAMEO BS in 
測定 する 時 は , 加熱 曲線 と 


: 冷却 曲線 と に ょ より 其 温度 を 
3 ! 異 に し , 冷却 曲線 の 示す 者 
es 加熱 曲線 の 者 よめ 低 し 。 此 
0 eae SOP ro ae oe 200300 の 現象 は 既に Scheffer 氏 に 
Lae eee oo some pn KO BLE Gt, BIE の 
(2) Kahlbaum 製 NH4CI. 得 た 9 し 温度 は 174C 2 
a 3 187°C 760 So Zea S BB ENO 

eo ke GA IE HOROMECBOUT TEN) 24 


Mm |e ME 均 | SSIS SAC, HL HH] 
KR 196°C), 162°C) L79ce を 緩和 せん が Fo (= Scheffer Feit 
|Azm | 195 | 172 | 1835 
| : | Glycerine % 68) UC AERR IC DL. 
加熱 に 於 て 184.7, 冷却 に 於 て 183.7 な る 値 を 得 た め 。 


| 


1) R C. Wallace, Cetr. Min., p, 33, 1910. 
2) ¥. E. C. Scheffer, Proc, Akad, Amsterdam, 18, p. 449, 1916. 
3) P. W. Bridgman, Proc, Amer, Acad,, 52, p. 138, 1916. 


ibe 


BS en ee 1650.5) 


- 余 等 の 測定 に 於 て は 上 表 に 見 る 如く Kahlbaum の 純 NL。4Cl に 於 て は , 
AY 183.5°C を 得 て Scheffer 及 Bridgman jAFED 184.5 or 184.3 に 甚だ 
MUST RE SMVCOHAO, RMrLiRSHEOA WYSE B ia O Fats 
を 得る を 目的 と する に あら ず し て , LOM BAI LCs BE AIOE 
化 ア > モニ = ゥ ム 確 た る を 譜 す る か を 主 目的 と する を 以 て , 余 等 ARBOR 
は 其 目 的 を 達する に 充分 な ひと な す 者 な め 。 ; 

(3) MOR HLT >t a9 2.0 X 線 研 究 は 既に 語 民 に よめ て 行 は 
れ , 其 結晶 構造 も る 大路 明 か と な れ め 。 其 卓 形 の Enantiomorphous な る と 原 
子 排列 と の 開 係 は Wyckoff の 逃 べ た る 如く 興味 ある 一 研究 問題 な め 。 

余 等 は 欧 に 結晶 構造 云々 する 者 に あら ず , MAME D FE 7 アン モニ = ウ 
ム の 構造 を 有する も の な る や 恋 や を 槍 す る を 目的 と す , ILO AME BLT 
は , CB EM DIET > 2 = 9% LAGI SRO X MPT の 結果 と 本 
WO XA MORBRL eILBTNILENO. P=ARSIAVK HOH 
Ab RBOR RIC UTNo. 1. (58> EAE IE LC, No. 2. は Kahlbaum 
和製 NH4Cl な め 。 賠 の 示す 如く 遍 者 人 多く 同一 が なる 構造 有する 者 と 云 ふ を 
得 べ し 。 

C4) Bee ARID ABLOR > BARES 本 確 を NH』 
Cl EFS BSTOR SHE Oo PMEICS 此 項 を 記載 せ ざ め し を 
DLC HRIE IEEE UT BET HBO HENLE 0 

資料 。 JGRHIGD 7 BR ARIF/IP A TET IC HE SATU A OPE LOO 


1) L. Vegard, Vidensk, Selsk, Skrifter, I. Mat. Nat. KI, 1921. Nr.6, 
Zeitschr, f, Phys., 5. 17~26, 1921, 
G, Bartlett, I, Langmuir, J, Am, Chem, Soc. 43, 84~91, 1921, 
R, W. G. Wyckoff, Am, J. of Sci., 3. 177~182, 1922, 
Am, J. of Sci., 4. 469~175, 1922, 
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に し て , 其 色 は 淡 族 乃至 白色 な り 。 
BAM © WED 昇華 物 を 蒸 飼 水 を 以 て 溶解 し , ISB UC Bl PT 
第 参 園 


BET vy ea a PROMAEIC LS X Mahal 
No.1. i) 7 RR 4 EE, I Y eH OB. 
No, 2. Kahlbaum #! NH,Cl, 


と せり の o HIBS IRE TAREE REMC LISS > REWOMEZE Oo 

険 イ オン の 定性 。 Cl, 資料 の 一 部 を 取り て 水 に て 溶解 せしめ 硝酸 を 以 て 
酸性 と な し , 之 に AZNOs ZINA LIAS BOR EMEB OUR. ES 
Oo PARIS 7 レモ = ァ 水 に は 可 深 に し て 酸 に は 不溶 な 0 め , 褒 日光 に 蝶 し 
置き LCA REE CE 0 SOs”, 資料 の 一 部 を 取り て 水 に て 溶解 し る 
に BaCly VIN LILA BROOME ® EF Oo 

Bi t > の 定性 。 NH 4» ABO—M2 IRIS CAREY LD Z CaP ERE & 
I~ THRE LIL LS Nis ze BBL Oo K。 資料 の 一 部 を 水 に 溶解 
せしめ , 之 に 忠 化 白金 溶液 を 加 へ , ABE LIK K。PtCl。 の 特徴 ある 黄金 色 
の 結晶 の 少量 を 生 ぜ 9 。 

以上 の 寅 験 に 於 て 白色 昇華 物 は 大 部 は Cl ょ NH, よめ な る を 知れ め 。 此 
の 白色 昇華 物 を 白金 皿 に 入れ , (URIS UR CAE LIS カバ ー グ ラス に 百 
OSE Ze ES Oo TM CRBS EE Oo 

YD EB ORR O, 赤井 川 淫 石 流 よ 9 控 集 せる 百 色 昇 華 物 の 大 部 


We SR ae 16707) 


分 は 臣 化 アン モニ ウム と 過 療 さる 。 筐 この 白色 昇華 物 中 に は 氏 の 存在 を 
知る を 以 て 少量 な り と も KCI1 の NH。 Cl UBS SBMYG > Hite Oo 


以上 た 輝 べ た る 万 は 浮 石 流 中 に 見 る 昇華 物 の 白色 の 者 に 就き て 行 ひ た る 定 
Rigs tu& & MSE PC 6 HOWE IR じ 前 者 は 明 に 硫黄 に し で 
TRA (SAR OD CHE UD S22 UT Fe Clys な る が 如 し , 猫 今後 の 研究 を 待ち て 
時に 胡 表 する 所 ある べし 。 


AmAUEHS Cts Re RUBABICRT (2) 
met YE BS AS He RS 
RO BE LC ORE 
CES, FATE G, 硫黄 等 と 共に , HARUKA URS Pc 極め て 特有 な る も の は 
PRAMS UT, BAR © ODED DO FRU 2 EDC EME 6 Ble Ds, 
= OPEL OBE ZG IRIS, ESE RO RGEC EES BD EDR IC ABE Ss} 
D & dO, 雄 黄 及び RAE IE eS BAS, 常に その 母 岩 中 の 主 成 分 を 
TREE REA OME t RKO, その 間際 を 充填 し て 不 
AUG IC BBSSE L, AMR IK AUR EMR ORA Ke Lb, その 研 魔 面 を 尊 性 
Jn BW CA LLC ET CBR IS, SS EA AA EED 
eee & OO, BAA LISI, Whod ABLIRIEL UT UBL 1S OB, ZO 
BOMBING LO THNIE Ut BORN S Bie HLA 
x OU LUD GELEMD & OBA 225 5 IK, BRR AARC Bin Ae E & 
する 部 分 に 集中 し , 雄 黄 は 逆 に 絹 雲 母 質物 中 の ARAN Me lt 
その 中 間 に 多 く , 雄 黄 と 共に 絹 雲 母 質物 中 に も 座 す れ ど る も, BR AHKL RO 


て 重点 石 間 に も 長 見 せら る 。 
GEES AR ZS SRLS & FRAC O, AURIS (SIR ERE Ze EEE 6, 
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WE UTE FR tk, LAM ARO ABU Ba 6 MD 
MEK OLE & OKO, RC BR, Bh ORB Tere LCR so ORE 

合 を な し , BOS BEN) SRC OT Hilde & HEAR iid e 76 EO o 

COD MISE DRAM thd ¢ DTOA BRE Ot, Ze 分 離す る こと 
能 は ざる た め , TOBMENME O LD, 盾 微 鏡 下 に mn 
K OMA PHD DD 破片 に 就 て 吹 管 分 析 を 施 こ せる に , 閉 管 中 に は 僅か 
に 赤 鶴 色 の 昇華 膜 を 生じ , ARR ACIS OREM Ze HEL, Sb の 反 應 現 は 
れ た る も , 猫 ほ 充分 な る を 得 ざ りき 。 

依 て その 研 歴 面 を 造り , 直 反 射 題 微 鏡 下 に 観察 す る に , ARIS UT PC 
BE Dn, SPW eR FT SPP HIMES, FHMC 似 た る 百 色 を 晃 し , SB 
達 石 と も ゃ 類似 す 。 MSI 2% KOM Ai TBAT Sir, MHEAOM < Rw 
ES, MOTE ORR 2 ES. LO RA eR EILOTBERUT 
洗 浴 し 去 ぁ に , HD SHER AG IS BCH o> CT AME ¢ Xe O, 被膜 は それ ら の 間隙 
に の み 赤 礼 色 に 集中 せり 9 り 。 こ の 結晶 を 見 る に 概ね BRIG UT, HEI — A 

の 労 開 あめ 9, 稀 に 姜 月 の 横断 面 を 示 し , SFRAIS ZIBB %& OO FECHA L 

SSB Lb その 方 位 の 差 に 應 じ て 明 暗 の 度 を 著 る し じ く 異 に する こと に 
UT, RESUS PAT SL SS ify ERT) KOH 液 に て 腐 触 せる 際 に か 
く の 如 き 諸 現象 を 時 する は , PRLMROSA LETS APPR L UT Schneider- 
hohn 氏 の 掲 ぐ る 所 な め 。 

(KTR 2% HNO。 AIC CMT AK, 黄 窟 乃至 赤 礼 の 被膜 に 被 は れ , 
KCN 液 に て 腐 触 する も 著 る し き 反 應 な し 。 此 等 の 反 應 は すべ て 市 の 川 産 
BRAT BET LBRO ATL 一 致し , この 議 物 を 澤 安 時 と 断定 せ し む る 
EON 

ALE BEE ROWRRIO RA 
Ki < tt 5 OWA DMR eG NTN, MRR ORE Blk 主として で 第 
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三 紀 以後 の 火山 岩 に 件 な ひ , 272 ES PORE BO Db UT, BS ec 
WRWK 2 75 L, 或 は 現に 温泉 また は 硫 気 孔 よ め WIM AE LOS HAZ LE 
LAPS IMENT SOM Lo Thi UT, その 階 件 夏物 も , 多く は 石英 , WHA, 7 
ラゴン 石 , AEG, BE, BARGE LT, 金 局 左 物 と し て は BZ, BE 
US, 方 鉛 左 等 を 件 な へ どる も, SEGA, BESS Sts LARGE Oo 
然 れ ども , © OMS St HEALER Carsenopyrite, FeAsS), iiigatsiile 
Cenargite, 3CuyS. As.S5), HAIER (proustite 3Ag.S.As.S35), havyn 
ト (Smaltite, CoAs。) OM 3 HOM MOMILIC KOTHALS AsO, 
As 溶液 と , HoS 或 は 或 種 の 硫化 物 , Pl~(SSERUE Fe So SEO IMEI KOT 
も 生じ 得 べ く ,Baden の Wittchen, Bohemia の Joachmstal 40) an ¢ , at a 
ave bWIEIZ EB 2g 4 8 ©, Elsass の Markirch, Harz の Andreasberg Ohl ¢, 
RALSRIG AE SO CHES Sts IE RHE AO Ml ald Cc OMAK ES PAB 
DO o KK CHIU RRR EERE RU FETE GIL BT 8, か ・ る 場合 を 念頭 に 
置き て 吟味 せる も , AWE RATE HI SE OAL (CD e BEL GALS", その 
PRICI= KOT WEAR DKA Ze BRE EG LU OHRMEE 6, HO C26 OUR 
DiS, 何等 他 の 硫化 物 を 変 代 せ す , FIO T PH Ae I EEA De CL, 
PI BDED LB 6S s Baa, 兆 安 確 等 と 件 な つて 産出 する を 以 て , Ze t 
昇 熱 水 に よる 初 成 巡 物 と 認め さる べから すず , 且つ その EO RUBS S 
PARE, 2G ORD & S RUE & OAS DLT Lo 
HRZeHE (Stibnite, Sb.S,) BEKBAHWFES CBM Y Firt STAMO 
成分 を な し , 例 へ ば Tuscany の Pereta に 於 て は , こ OWS RAE GROW 
EMER uo UC BHR e B28, Pals HS US AGROWBA 
化 せ られ , Nevada a2 National BL BRU, KiWA 4 Ba 6 EERMRWK? lc 


。 1 Pues Hungary ; Hines, Swiss; Hall, Tyrol etc, 
2) Miinsteltal, Baden; Wulfsberg, Harz; Fels6banya, Nazybanya, {Hungary etc, 
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ZR OWL Ye FET 9 & te BARRICADE IS IS UE, UM A ABER A 
HIS BP RBRS BATIK BR Zea 22 BEL, SRR ERB AS BR IS CUS, Baa 


BELO Ty See Eb FH FS = ACORN UR A REAM SE Be 257 ZH BE eM Ze 
BAL LAV, LOM ASRMRRRMICE MIB TS, COMM THE 
ORGED EINE Hh BIR & LTE 6 る 。 

L256 (S28 CODED D HWS ( OMUMEMBOT IC 6407S 1 Le 
示し , 且つ 一 方 に は ER, SHEA, 辰 砂 等 & BEFE LL, HO--Bie is FH, BS 
an PNG, 石 湯 等 と 件 な ひび ひ 易 き を 示せ ども , その 産出 は 常に 岩 虐 性 熱 水 溶液 と 
開 係 し, この 確 物 が 他 の ァ ン チェ モン 化合 物 の 酸化 に よ つ て 生 ぜ る 冷水 溶液 
中 より 後 成 的 に 生 ぜ る 例 は 未だ 世に 俺 へ られ ず , 洞 倍 虹 山 に 於 て も また か 
く の 如 き 形 跡 を 見 ず , この 確 物 も また TRUE RE SO 直接 沈 江 し た る 
も の と 認 む る を 宇和 営 と すべ し 。 

RMU ROBE IAS S—=ORR 

Ke Mal DAR CBT, その 成因 を 参 察 する た め , HO =EORBI hts 
こせ り 0。 

BINS SRE 確 石 の 研 礎 面 を 35 の 硫酸 座 液 に 2 書 夜 間 浪 せる に , そ 
の 表面 に 何等 の 匂 化 を 認め ず 。 ま た その 粉末 を 同じ 硫酸 中 に て 遇 た め て 後 
7e ies L, 濃 液 を アル ヵ リ に て 中 和 し , 或 は 之 に 硫化 水素 通 ぜ る BC 
硫黄 の 少量 を 分 離せ る の み 。ASszSs の 深 け た る 形跡 な し 。 

AsoS3 の 酸 に 深 け 難 き は 周知 の 現 旬 た し て , Piloty, Stock pig Kits & PSR IC 

HU SI, PARE UCT OMI HEV, BE CHUDHe り 。 

MESS SRE AIA OM 2% 2 書 夜 間 526 の 淡 酸 曹達 水溶 液 
ANCA, HEOARMRMMtCe BOT, 之 を 日 光 に 直射 せる ゃ に 濃 黄 色 の 


1) FIFA AEDORR, BANDE CCIE 5 AR) SRR. 
2) W. H. Emmons, U. S, Geol. Sury, Bull. 625. The Enrichment of Orc. 
Deposits,, 1917, 404, 


ey, a 
Ce ell 
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EBS DF (8 CBRE ADA, 

SDR PR & し て fal CMP IS LB EL, 濾液 に GH %e MAD & 
著 る し き 反 應 な し 。 こ の 場合 に も また 溶解 の 形跡 な し 。 

FUAVCNITSRE Wis OWE Me wp reo BP kiwep ICU DI, Bue 
MOR 2 R~ OBIS 全く 溶解 し て , 白色 の 府 長 石 を 赴 出 せ 09 SKE 
太 を 粉末 と し て TPE BRP ICR, ZITA UT 濾液 に 硫酸 を 加 へ た る 
に , Heat POU ES Oo hii Hehe UT PAE PICA lc, ASLSs 
(STA Ay Date ap ae £2 O HSER 7% AE OU, 硫酸 に 謀 し て 安全 な れ ど る も, TPE BH 
PICARD IB So CHB DURA A OMS D HF FE I BK REP ICBO T 
濃 液 中 に 含ま れ , HARBIN UT HU As2Ss と UTR LR SEDGE. 

pees 9 り に 閑 性 費 達 を 用 ふる も また 同様 の 結果 を 得 た め 。 

II ffmann 氏 に 拓 れ ば AseSg は NH4OH 水中 に も 溶け 。 また C ぇ COH)2, Ba 

(OH)。, NH4 HCO3 BOs Tn HY IRAP IK BIAS 。 

GULBIS sme Hib NaeS D7kAMeVT isl OD AR HO 
返せ る に , WEBS feld THEM BOBS t I —-ORMRe BRO. COOK 
溶液 は 多少 の 加水 分 解 に よ つ て WEE FD Sb, 反 應 は WEMIEOD 
合 よ り も — WAR Do 

MES DMCC 6 る こと ょ は 古く よめ 知ら る ゝ 万 に し て , Clb 

As,S5-+3Na,S=2 (NagAsS5) 

な る 反 應 に よ つ て 可溶性 の sulphosalt Nag As Ss を 生ずる が た め な り め 。 
ZCHRIS T As2 Ss の 再び 沈 肖 す る 所 以 は な ほ 明か な ら ざ れ ど も 
NayS が 硫酸 に ょ つて 分 解せ られ , その 濃度 の 減ずる に FEOT MAO HE 
が 可逆 的 に 進行 する な らむ か 。 


1) K, A, Hoffmann, Lehrb. d. anorg. Chem, 1919. S, 263. 
2) W, If, Emmons, U, S. Geol, Surv. Bull. 625, p. 404, L917, 
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硫酸 及び 醒 硫 酸 に よる 沈 減 ALOR BP CRC ARS 3 Uk, ME 
Hi As。Ssg が アァ アルカ ヵ リ 溶液 及び 硫化 曹達 水溶 液 に 溶け , 硫酸 に よ つ て 再び 
WBS SIL GO. We richie BVA O ENKI: S FEA MO wy fs 
く と も 大 部 分 が アル カ ヵ カリ 性 な る べし ょ は REG SY PIC UT, TO BH 
At,OD MCE BEIK wits Lt i, Nevada の Steamboat Springs 等 に 於 て 現 
に HgS, As Sas, SboS3 SUELO » db STR D, この 物質 を 比較 的 多 
量 に 含む BAI に よ つ て も 知ら る 。 従 つて , DS OMSMAKARHCR UE 
AS25S53; Sb. 293 等 が Nag ASS 35 NagSbS3 等 (OWI THE Bl こ 浴 合せ ら る ゝ も 
の と 信 ぜ ら 5 ら る 。 

HRAORED S SbeS3 も また 容易 に KOH, NaS SO RARPKB( S02 
EON PEACH CRE LHR UO MH LC, COMMA ERE Se Fhe 
OWE SbeS3 EVE し む 。 

COP BIA CuFeSo, ARM FeSo, CERT FeS 等 の 粉末 も また 逐 を 硫化 曹達 
水溶 液 中 た 投 ず れ ば AB RAR Ce HEH ERU FR OD 深 液 を 生じ , 特 
に 本 牧 産 雄 黄 及び 百 鐵 太 の 混合 物 を 硫化 曹達 液 に 投 ず れ ば , BH MAK YO 
か に AIF o * 

PRE 2 OFEO, PUK DA LITIBIT ST hid, これ ら の 物質 は それ ぞ ざれ 


WEST AS 2S 3, BRZUE SDS; 等 と し て 沈 滋 する こと MELO RBICT 明か な 
り 。 然 5 ば 天然 に 応 て か く の 如 き 場 合 な き や を 参 ふ る に ;,; 一 方 に は , GCE 
DIBICTRIS T 生 ぜ る 硫酸 性 下 隆 水 を BES ¢, 他 の 一 方 に は 』 壮 水溶 液 
自身 の 上 昇 に 件 な ふ 酸化 に よ ょ る 硫酸 の 成 生 を BATES 6, 特に SO。 或 は 


Na.S の 酸化 に に よる 硫酸 成 生 の 能 吾 に 就 て 吟味 を 要 す 。 
管 て 岩崎 重 三 氏 は , WUE RK © RHE & り 推定 し ATR EEHP IC 於 ける 硫酸 
D RAE AS ABR «RRA O EA YL MC, MRK KOMM SRBC Ee Sd, 
も し S02 の 酸化 た に ょ よっ つて 生 ぜ る SO3 Rit HeSO4g が その 成 生 と 同時 に HIZROM 
反 座 に 費 さ る ゝ 時 は , 磯 液 は 依 鉄 と し て アル ヵ う 性 を 保ち , LE LMORY OY 


1) 岩崎 重 三 , HW SESE 21 AB 524 貢 (大 正 8 年 〕 
2) 加藤 武夫 , 地質 誤 雑 誌 第 22 4B, 251 貢 (大 年 4 年 〕 
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PIC A He EMS < Lo HOC, MMA, ACARI O MRR RET 1 
WYER MAE FRED (OM CI LCA HS 硫酸 の OREM ICE OT 
始め て 液 は 酸性 と な る も の と 解す れ ば , 大 橋 良 一 紅 の MEME & St 
らち し む 。( 熱 水浴 液 中 の SO2 の 酸化 の 一 例 と し て , LAER O FN MAME RIC kt 
ば , SO2 KEW AE AIK BE LT 100°C に 保 て ば , SOg の 一 部 は S を 分 離し て 


SOs IC#RF) {AL SOx a 果して NeLOMeRROVRKSESZPHRCUER - 


別 間 題 な り 。 
余 は 試み に SO。 が As2Ss 一 Na2S, OMIA Shr, その 酸化 が As2Ss 
の 沈 毅 を 誘き 得る や さや を 吟味 する た め , KO BMBeHGL #9 。 


(1) 


(2) 


(3) 


AS2S3—NaeS 水溶 液 に SO。 を 通じ , OC (TZ MAY LU 
As2Ss (SIR b ILUEO LU, Ibi WS 2 PIB UT 100°C cme 
BD &AM DI HES Lo WRC HO NaS er I NASH BV? AE 
So ZITMOTET SIZ, As。Ss DAB SO2 HHHTHISLEREL, 
— HB (S LAR & 7 (SHAE AR L BEES EB OOM Lo 

AS2 Ss —NagS 水溶 液 に 過 酸 化 水素 W202 BINAKSIK, RA 
の 硫黄 を 分 離し , 濾液 に 少量 の 硫化 草 達 水 を 加 ふ れ ば 黄色 の Voi *e 
HD o ZeMDABACBH UTR 44 Bile Lo Zits 

As Sg O-- #3 HMB (S HUA LL BAD > MLS 
AS2S3—NaeS 水溶液 に H2O0e を 加 へ て SO。 を 通 ず 。 

硫黄 を 分 離す る こと 前 の 如く , 濾液 に 少量 の HMO I Shs 
As2Ss BIULINT » 即ち As2Ss O— EBS ALAR S te HAAR t BA Db 
DOH Lo 但し , この 濾液 を ガラ ス ぇ 管内 に 蜜 奈 し て 約 3 時間 100C に 
RTE As2Ss OB HUCB EK Oo CISA DCR SOME LT 
SO。 の 影響 と 見 る べし 。 

(PRUE, As2Ss は SO2 DAME CE RN NaeS rep & OVER, 


L) 同 前 , 2) ACF Myk, whee 84 (昭和 2 年 ) 
3) 大 橋 良 一 , 地球 , 第 7 #, ACH AI 2 年 ) 
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溶液 と し て 多量 に 含ま る る ろ こ と は 不可 能 な る が 如き る も, 特殊 の 事情 , 例 へ ば 
ABE 3 の 如き に 於 て は , 何等 か の 形 に て SO2 と 共に 溶け , その 影響 に よ 
DTUEBT~S L, | 

他 の 硫 物 に よる 沈 浅 更に 一 つの 場合 と し て , As2Ss — NaS km O WO 
WED & EJ LT ASoS3 を 沈 淫 する 場合 ある を 参 へ , HA BOOK, Aa 
UG, AS, 重 卓 石 , HEA, HSE, 加里 長石 , 族長 石 等 の 粉末 と 共に が ラス 管内 
に 密閉 し て 100°C 前 後に 加熱 せる に , 何れ 6 多少 の 反 應 あれ ども , 目 下 額 内 
進行 中 な る を 以 て , その 詳細 は 追 て 報告 する こと ある ベ べし <( 完 ) 


AFR E BRAORB > 
Bet NK KK BR 
海 縁石 の 中 性 協 類 , BRP ID VICHT SER 
以上 の 化 旬 分 析 結 果 に 於 て 明 な る 如く , 本邦 産 海 線 石 は RO0' 4(RO, R。 
Og)- 10 Si02. 4 HH20 な る 成分 式 に 良く 一 致す る が , MER UT a 
事 は 分 析 結 果 の 示せ る 各 成 分 が 全部 海 線 石 成分 を 示す も の な る や の 比 問 で 
ある 。 FiWHRAOMS PAOD HO Td, 吸着 現象 に 依り て MO 
HEL eR LA SM SBOBBG ESD. MBO PDR 7 vw Y (CB 
し , -RE SRE ATW SCORN TCHS. ZEO MBSE SB BOM 
ERBFG IES SRE Ze A OL, HE OPENS SPB RRL, 次 に 酸 及 アァ wv 
DVI URSCE ES AMRORE 2 ABIL A LRA. 
ARIAT STE PERRI > 4% EH & AS A AINC, AIC BS A ieee 
BOWE E 2 MSE UBTCH bo UPS Oi AMC Nt SP 
PE OBE & A FET AMA DARI DS EOCHS. MUTE 


の 資料 は 110 度 に 乾燥 後 約 1 瓦 な る 如 ‘ PRA L, SSB PS T 110 JE we 


RLSEDTHS> 


\ "7 4 
, t 
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勘 の 如く し て 控 取 せる 資料 を 100c.c. ORY ARIE Ht 4S 7 
ラス ョ ュ に 投入 し て , 敷 分 間 沸 騰 し , 時々 tlk LO» SOMATIC CT ARE LS 
To Wr APRS 6 DUEL, BIO 方 法 に 依 つ て 溶出 せる も の を 分 本 
せる に , 微量 の 加里 の 溶出 を 見 た の る で で, 其 溶 出 量 は 痕跡 乃至 0.02% Ca 
Do UVEORRD 6 LISA DIK FT ARTIS, HILO 加里 OV 
tHe LADAT HHO HIELO HIS SRE Ze SLICES 

PHBRISNT SEB MICA SO ES ERIE on ICE RO 
化 マ ダネ シ ゥ ム で あぁ 。 SHOMMOMM MEM LLL OLA 
CHAD 注意 す 可 き は 御 の 如 く 濃 度 を 異 に する 雨 種 の 規定 座 液 に 於 て , JE 
溶出 5 る 分 子 の 量 が 常に 殆ど 同一 で あつ た 事 で ある 。 頑 に 時 間 に よ る 次 出 
BOM MC MESA) S ARIK TIS, HI = 規定 溶液 の る を 使用 する に 止め 
た 。 更 に 本 邦 何 れ の 産地 の 海 線 右 に BEUT & , 忠 化 加里 溶液 に 依り て 溶出 
する 看 集 の 量 は 殆ど 同一 な る 結果 を 示し た の で て, 其 内 最も 標 式 的 (R20O.4 
~ (RO R203). 10 SiO2. 4 20 な る 成分 式 に 最も 良く 一 致す る ) な る 樺太 
産 の 海 線 石 を 撰 び , ABO P HERAT SRB IT OTK 

EE OME 100 c.c. を 入れ た る フラ スコ に 110 ERR SA 
料 約 1 瓦 を 加 へ , 叶 々 振 箇 し つ ゝ 常温 に て OO ETRE Uo DK UTR 

= 第 = KR RIAL, 2 の ik 


@ | a) as [| Eee 
ie Feet es aes の 分 析 法 に よ つ て 


ae 
MgO 0.60 0.62 0.58 0.57 0.58 


peas PES. | mete om auysweh ic 
C1) 画 油 秒 岩 中 OMmRET の see 
(2) OLA REY Kez (SUSE 6 REAL 2 ae 
(3) SBE EET © HERA FEY BUC, Ml BO 
C4) Hk HES AE = REE OEE > ty MT 
5 ZA REND Hh o WREz 溶出 は 不明 CNe- 


glisible な る を 以 て 検定 を 行 は ず 以 下 同 じ ) な る も , ャ マグネシウム の み の 座 
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Hebi CO RISB ROIM OCH So 
AER 75 BARB TRICO THRE * FAD 2 RIC HREO 1 Blew. 
C, BEA HE O if BIRO T BRR OC, 臨 化 マグネ シッ ゥ ム 溶 液 の 場合 に は 
其 溶 出せ る も の は 加里 の み で あつ た が , マグ ネ シ ゥ ウム の 溶出 は 明か で な い 。 
叉 臣 化 費 達 の 場合 に は マグ ネ シ ウ ム と 微量 の 加里 の 深 出 を 見 た の み で ある 
ZEO Bip RIS BMRA TMM CHS, CORRE OWE Sa 
第 x 表 性 忠 類 液 中 に 溶出 する も の 
IN NS MeCly pices Awe Zz K20 | 0.08% | (SF LAYRONLMTA 
Ae mamemmes We jest | ot, am1 $2 om 
| IN の ee K20 | tr, | Bitty Pl eEHe AALS 
て 溶出 する 各 分 子 の 量 は 水 の 場 合 より も 6 著しく 大 な る 事 が 知ら れる 。 
以上 の 如く 中 性 忠 疾 液 中 に マグ ネ シ ウ ム 及 加 単 の 溶出 する 事 を 知り た る 
を 以 て , KIRA KE BALE O AIO) 2 AB Litto COGS IS 前 記 の 中 性 
HAD TH EI fe GEIL, ail EA Ta 78 & WHEE OT 50 ERD RHR IC HS 
て 時 々 dei LO APE Le BK OMOBMIBL AK ZIRE L, HRA E 
OVS 4 BMBIL ee Eat 第 参 Es 
_BBROM SHER G ee ie 
ccs eae 0 
溶液 中 に 溶出 せる 世 基 の 昔 z vnc 
と , (MER OLA ORM 
と を WORST Slr, 大 溶出 す 
る K。0 及 MgO OHI BME 8 2 MOK Ree ee git 
BATISTA ME IZ KEE SAMO 得 た る を 以 て , 少く と & も 規定 以 上 の 濃度 
の 溶液 に 礁 て は , HO 溶出 する 臨 基 の 量 に 畿 化 な き を 推定 し 得 ら れる の で 
ある 。 


N の MgCl2 中 に 深 出 せる K20 | 0.10 % 


N の KC 中 に 溶出 せる MgO | 0.58 


N の NaCl 中 に 溶出 もせ る K20 | tr 


Be ee 7707) 


Kriz ZED PREF SAH TB BAL OD At DMEF RO T AIAN BME 
ASD MM Lio COME BLED Lite HME HI, JAF 
Hash] 500 時 間 と し た る 外 , HMO BB AS MENCRU Se 全く 同一 
CHS. TOMMMRSBURC RII CHS, ZHORBER CRT 
第 表 50 時 間 藤 置 せ し 場合 と 500 

Res ey: | 時 間 の 場合 と を 比 す る に , 

FP GRA AY Hp LC AH At ZS ke 

ALO te (9G E |] — Ht & HH 
Nol won KD oe 得 可 き も の で ある 。 

ーー 以上 の 如く 浴 終 石 の 中 性 

看 類 溶液 に よる 其 マ > マグ ネ シ ウ ゥ ウム 及 加 里 の 座 出 現象 は 酸 及 び ァ アル ヵ リ に よる 

溶出 現 祭 と 全く 其 趣 を 異 に する も の で ある 。 MOM ¢ PHRMA LO 

CHE OMLOW NS SIL, と を 2 つの 場合 に 導 へ 得 ら れる 。 MS 
(は 導 線 石 が 次 液 中 より 陽 ィ tT VRE L, RRB ORC T 
Ik OS WE 22 EL CWEHED KH AT シン を 生じ , この 感 に 依り て 加里 及 マグ ネ 
シウム が 溶出 する も の て ,(2) は 交換 吸着 の 現象 に 依り て 中 性 訪 類 の 4 
ォ DIME ILA OZ LEHR, 加里 及 マグ ネ シ ウ ム は SHED 2B 
な り て 溶液 中 に 溶出 する も の で ある 。 然 し 前 絡 の 如く 湖 ふ る と き は 吸着 現 
象 に 依り て 酸 を 生 ず 可 き を 以 て , リト マス 試験 紙上 に 於 て 所 調 酸性 反 應 を 
時 す 可 き 徐 で ある が な が, HRASMOMS RRP EUSSRUTCORWIC) 
は 事 提 に 適合 し な いも の と 思 は れる 。 吉 に この 現象 を 後者 (2) OMK FA 
る と き は , 最 も 合理 的 に RW LESS» dDLBrHird,_ WS 中 性 忠 類 
溶液 中 に 溶出 する マ ャ マグネシウム 用 加里 は 交換 吸着 の 現象 に 佐 る も の と 推 る 
れる 。 Mic #BLIWR & SH S Rls BAAR CAM TS IMD ae ds 
BiL~ FF DO LOBSC IT SIU PRE ORICHS,. LOBHIS 


1 
jo N の MgClg 中 に 溶出 も る K20| 0.11 
1 

ig N の KC 中 に 溶出 せる MgO | 0.56 


N © NaCl 中 に 深 出 そる MgO | 0.53 


= ae 
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海 線 石 の 生成 が 海水 中 の み に 限 5 ら > BALMS DORR RAT Sle 
あら さる か を 参 へ せしめ る 。 即 も 海 終 石 が 海水 中 に て 生成 せら る ゝ 場合 に 
REO BKKARAPETLOTHS, CORUM Tid YS AK 
ZEW CRAM Him F SLT Ho 

DLO ARRICIS CT 中 性 万 疾 浴 液 中 に 溶出 する HAIN BD, ROUT If 
終 石 の 構成 成分 と 見 位 す 可 き も の な る や は 間 題 で ある 。 若 し 選 等 が 構成 成 
分 な り と すれ ば 微細 構造 上 如何 な る 位置 や 占 む 可 き や , weld 其 構 造 に 全然 
開 係 な きも の な る や 明 で て でない が , CORUNA UTIL X 線 分 析 に 依る 々 に あら 
ざれ ば 其 解決 が 困難 で ある 。 何れ に せよ 選 等 の マグ ダネ シウム 及 加 里 は 少く 
L GALL IS RAEN B&O ERAGE 5 
BRPUAVIHT SER ULOM<, TRAD PERERA ICB ST 4 HEN IC 
於 て , 不 突 定 な る マグ ダネ シウム 及 加 里 の 存在 を 知る に 至 つ た の で ある な が な , 以 
上 の 外 に 金属 イオ > に て 酸 及 アル ヵ リ に 不 宏 定 な る も の ・ ゝ 存在 を 槍 す る 目 
的 を を以て, KORReTIOK. COYSICIRT 8 HERON UT, BEA 
産 の 海 線 石 を 標 式 的 の も の と 認め , NRA L LOU CRA S 様 な 諸 
ABO, 資料 の 粉末 程度 及 資料 に 謀 し て 用 ふる 酸 及 アル ヵ リ の 容量 
は 中 性 臣 類 そ を ひたる 場合 と 同様 に て , 乾燥 資料 1 CS ARR アル ヵ リ 
の 量 は 100c.c. と し た 。 こ の 場合 に は 100c.c』 の 酸 を 有する フラ スコ っ ュ っ に て 
短 時 間 加 熱 沸騰 せ し じゅ, 之 に 乾燥 資料 を 入れ て 共 栓 を 施し , 常温 に て 時 々 振 
1k LO » aiua LU, AME URS COM eB ROTH So MK 
BAERS も O22 183 L, BITS Ss 分 析 方 法 に 依り て 溶出 せる も の を 定 
He Lito 7pbs:BMNR% 1110, 其 前 置 叶 間 を 50 時 間 と し て 海 線 石 の 溶解 度 を 
Wee oI BRB (1) に 示す 如き 結果 を 得 た 。 次 に 同一 濃度 の 弓 酸 を 用 ひ 
CHa fal 500 時 間 と せ し に , HERS AR (2) の 如く で ある 。 こ の 
MAROMR eS OC, YS RICK TM ROBES & 殆ど 同一 な る 結果 を 


ee 


oe 
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RUT So BARNS B 可 溶 度 の 測定 は 50 AEARUES dele 充分 で あ 
る 。 WC BL TEL LOM SRB OTCH BHI WUE BE 
化 の 検定 に 移り , 使用 する NEMROD iP NE Ae 3 規定 と し , 基 前 置 叶 間 を 50 時 間 
と し た 。 こ の 結果 は 第 妨 表 3) の 通り て ある , 以上 3 COMMA RY et 
に 殆ど 同一 結果 を 示 し て 居る 。 幼 酸 に 謀 し て は 海 線 石 が 以上 の 如き 可 溶 
度 を 示す も , 他 の 酸 較 へ ば 硫酸 に 庄 し 如何 な る 可 溶 度 を 示す 可 き か を 窒 
し た る に , BER (AD OMS 結果 を 得 た 。 こ の 場合 の 硫酸 は 3 規定 の も の 
を 用 ひび, HEAPUERE ML % 50 時 間 と し た 。 こ の 結果 を 暇 酸 の 場合 の それ と 比 す 
る に 大 差 な き を 知 つ た の で ある 。 以上 の 硫酸 及 臣 酸 に 溶解 する 各 分 子 が 海 
HO) 一 部 より 溶 鍵 する も の と も 考 へ ら る を以て , る 等 の 3 規定 の 鯉 


第 五 表 

C1) (2) (3) (4) (5) 
SiO» nd nd nd nd | 6.59 
Fe203 5.30 5.33 5.32 5.13 none 
FeO 1.70 1.67 1.69 1.70 none 
Al203 0.55 0.51 0.59 0.62 none 
MgO 1.14 1.21 1.24 1.18 none 
KO 1.93 1.08 nd nd none 

PR ete NC RELAY BBE Ae 3 規定 の 淡 酸 曹達 溶液 を 以 て , UU tL 


RBM CT 50 時 間 静 置 し て 其 可 深度 を 測定 し た が , 2 tub OHS (Sze 
OSA ASE MM OPBIEOYS He SLR DOR, © OREMO RS BAR (5) に 示 
す 如 く で ある 。 

UE ORBART v4 ZACH ST 6 REO 可 溶 度 を 見 る に , 分 析 上 より 
得 ら る ゝ 主 成分 の 何れ を & 溶出 する を 以 て , 海 終 石 の 一 部 が WHS ED 
&Bnrbtrdo Wine SEB eA LL, 他方 に 於 て Ba hk k OK 
DBMI ODMH PIM E LUTCBRE (ES) (6) 及 (2) の ァ アル ャ ヵ リ よめ り 上記 
溶出 物 を 海 終 石 の 成分 と し て 計算 する と き は , 最初 の 海 線 石 の 内 13.53 が 


180¢20 a A OTR My TR OK 


溶出 せる 事 と な め り , RIB HL. 0.55.26 第 一 酸化 外 0.25 加里 0.07 第 二 
PRALER 2.28 が 存する の で ある 。 こ の 溶出 する ik ABis 基 成 分 上 
異な る 舌 態 に て 存する も の な る や , VIBES CHEF SOUS, RIC BE URE 
いけ れ ど も , その 溶出 残 津 が 依然 と し て 海 終 石 の 物理 的 性 質 を 保つ が 如き 
を 以 て , 恐らく 上 記 深 出 物 は 脇 基 態 に て 存する も の と 参 へ られ る >。 

R= LALOR BWA 於 ける 過 肝 な ぁ 々 も の ゝ 量 を 見 る に , 加里 の 量 は 微量 な 
る も 昔 土 , 第 一 酸化 嘩 及 第 二酸化 濾 は 初め の 量 と 比 す る に , OMY HOW 
出 量 を 示 UC G0 ZEORIC CARES HL ARIE 及 HS RICK 
SHRED 主 成分 と RHS AA きも の な る や BPM, 以上 の A 
ROA TILAFED CT, 他 の 方 法 に 依 る に あら ざれ ば 其 解 濯 は 困難 で ある 。 
然し 海 線 石 の 分 析 上 ょ り め り 其 分 子 百分比 を 計算 する と き は , MBG SD 比例 を 
な す を 以 て , 或 は 主 成 分 と し て 参 へ 得 ら る ゝ に あら ざる か を 思 は し め ゅ る., 然 
る も の と すれ は ば R20.4(RO.R203).10 SiO. 4H,0 に で 示 るる » (KO. 
R203) (£0 LOB ARMOR RIK EOT, —BKRIER SURES 4 BO 
CRAO MKS, HZEORL, 第 一 酸化 鐵 及 BoVURO 溶出 割合 を 
見 る に , 海 線 石 の 分 析 上 より 得 た る 棚 温 分 子 の 割合 と 殆ど 同一 で ある 。 故 に 
CRO, R203) は R20 ERIS THR % ©, PE RAIS BEL 
TRING (FARTS 事 が 知ら れる 。 HO (RO. R203) (3 BRE A Lift 
BKK % & lH 2 CMS 5. ZEOPB LARA OD HE 
& OBES SI Bh S1CBXK R2O. 4 (RO. R203). 10 SiO。. 4H, OK BLU 
て も , よ く 適 合 す る も の で ある 。 

MMIERT A S (2 LOR AROGRD, 何故 に THREAD 生成 が 海水 
に 限ら れる か の 間 題 に 調 し , MM OMA RASECH AS. HII, & 
PRON RGAE ERS IS SO STEREO ANF ORME OR SIS, その 成因 の 研 
完 上 興味 ある 問題 を 提供 する も の と 云 ふ 事 が 出来 や ぅ 。 
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ANG BRAS RAAB PHP ARBRE D PREY 6 22, mAEBARIC 寄贈 
せら 5 られ た る も の に し て , HF Ci RORD PRR T U7 -HAS と 題 
し Hh St 雑誌 第 29 48 349 98 RU! Third Pan-Pacific Science Congress, 
Tokyo,1926, (2  )—tine BB YO oo OD BEA Sodalite) 2 RoW a 
は HOR De Sei A RD Pa TATE “et RAE CEL, & OSHS REA BZPRE O In 
AKA LAVA,~AF LAMPS YF a7 b OIE 3 MED Princess quarry 
CHETS~AODL ES MYL 方 曹達 石 は 其 特 有 な る arb 7Va—-yee 
So RH YS “MOD ARAL SA BM SZ LS RERORAOHRED 
DER 75 OC, Mil RET BDA O o MINER PRAIA O 観察 に よれ ば 
EBS CMDR T SMARA, Ur) RA, BRA, BE, PRAT 
AEMWORERMS CORD 6 LbROF 2 a> AMIE THU SF, 
BC RBA (Cancrinite) (s KAM 7% DHL 7 LC AR ARS TS RE 
AB ts る を 得 , MISBHRO Pyrochlor &PlkO» &O> (FF bem 
So 
RICAHRO tr HWORA LAT 2BEOR BN Ba OS PTAs 
時 を 第 辻 表 に 示さ ん 。 
第 堆 表 に 見 る が 如く 本 岩 は 有色 確 物 に 有 芝 し きた め 酸 化 鐵 及び 苦 土 の 量 少 
く , BIRIGALEA, RBA, BOM eH SEOIULT, LF vm) — 
(SUREORHICE <THE, BA, 及び 長石 の 成分 を 構成 する も の な り 。 
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AOU <, BENRACH TsBLORs Li ZaeHALT, KAAS 
LOMAS AF (SAMBA SDM, 
第 富 表 


Gy Gh) = CI ON EE 
Si02 56.31 58.31 59.13 54.76 56.71 
AlgO3| 23.84 24.81 22.20 24.72 22.49 
Fe205 0.33 n.d 2.04 2.73 3.40 
FeO 1,38 0.73 0.33 2.35 nd 
MgO 0.13 0.16 none 0.10 i fe IS) 
CaO 1.67 0.64 0.58 1.67 2.22 
Na,O 10.08 11.52 10.20 10.38 7.37 
Ks20 3.11 3.25 4.35 2.37 5.87 
H,0O+ 0.99 0.87 1.23 0.55 0.45 
HsO- 0.4L | sere BY fells Boctae |! Sooeuce 
TiOg fae ekex etc (07 fel): Sconcce sl sacorndp 
Zr0O 。 Dd Nea a null aepetee Mulinaeaerecs 
P205 EE 0.05 secore | eevces 
MnO free iim ace OLO5) | ieseres une seeree 
Gi LEST A [Oca cat elie Macaca lle Meoaaee 
F O02 0:20 alee ees 
100.31 
Fs =0 CO) 0 hag MRC emCeOeno Me eC 
Clo=0 (4 Ei Ol ene aes eee 
Total 99.79 | 100.29 | 100.79 99.63 99.70 


C1) 朝鮮 産 , 内 長 岩 , CID nepheline syenite from 
Zerafshan, Turkestan. (II) nepheline syenite from 
Libby, Montana, CIV ) nepheline syenite from Wausau, 
Wisconsin. CV) Ditroite, Bratholmeu, Christiania 
Fjord, Norway. 


KF BROCAD AOR EOD 2 LPHHRAOK SD 4 Oe BARE 
ARS Ao 

SMB KUEABO normative name if L (5) 6. 1(2).4” Lz 
dosodic に し て Miaskose に 属し , I &U ILL & 本 岩 と 同じ く Miaskose に 選 
L, IV 及び V は Vizzenose に BS, 然 れ ども miaskose と Vizzenose を 比較 
F BIE R20'+ NagO’/CaO' (AT, MAST OM BRE & OMIAK BOA, 
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= 


MD & ASL (5)6. 1(2). 4” Ke Re AL Typical の Miaskose に は 非 ず し 


第 az R て Vizzenose (2 HERES 
CD OD 2 G2) 4a, Miaskose, を 有する 事 明 か な め 。 
CT RT Miaskose I A 
CULE ae SR Miaskose RAE OBB & O 
(ITV) ++I. 6. (192. 4(5) Vizzenose =7)—-OfPPRMVIERH 


ek OSD) SacBee 1% Dy ge ea Vizzenose 
OR し, 


al=48, fm=5, c=6, alk=41, Si=270, k=0.17, mg=0.12, 


c/fm=1.15, Qz=-67, 2alk/al +alk=0.92 
ULORGREOBRBABANRAPO Ditroite Type 4 Miaskite Type 
t OP fac ot Dit t Ot UCHR A, THEA, BA, BER KB 
Bk OMS Be pete FAN (LBA Ditroite (UES EDL EFAARIEN LO 
1 OCA BBA FS EB O ESC TAO, PRO 種々 Ae Wald 
Litt BRZ IS BTS 6 
WIKH ABEL ORM 6 岩石 標本 は 大 正太 七 年 の 次 , PHPARA WR 
調査 所 在職 営 時 余 に BBY Dk SRO), HAR CAI LC 一 っ は 中 粒 他 
AMIEL % Oz VY, Sodalitey Mic (FECHA MWK SZL( ジル コン の 如き は 
Imm を 越え ざる も の な リ 。 MABLODIHE TORS LOWER WK LT, 
JERE AO WET IC RLS MS STEAM st 瀬戸 午 士 記載 の 如く な り 。 昨年 十 一 月 
Wy RAB VY MARA Bisle Dh 基 中 に は RBBOSS LE 大 上 唱 あ り , MHI 
款 き て は 既に 研究 の 大 要 を 終り た る を 以 て 他 の 諸 性 質 と 共に 不 日 豆 表 する 所 ある 
XL LBP RAPBSLAASREY bredsRRe BM barre) EPS 
lem kovnayvk Meet PHO MAS 肉 限 に て 認 む る を 得る な り 。 本 岩 
PovrayvRyavy7 IFA PRS Cl IK FRB th CBM 32 欠 
486 Wicd 0, RIA PHA URRE PROBE O WER 6K 
eM bt SHRM LYE HR EAT SOT Y o CPR 
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RAK ORGE 6B BEC MT 
THO AE = 

Van’t Hoff 朋 其 門下 生 等 の 研究 に 擦れ ば , 硫酸 石原 に は ESTERS FL 
され る 2 水 臣 と 無水 監 Insoluble Anhydrite) と の 他 に ,1/2 水 監 CHemi 
hydrate) 及び 向 1 つ 他 の 形態 の 無水 忠 (Soluble Anhydrite) が あつ て , Z 
等 形 態 間 の 譜 移 温度 は 次 の 様 で ある 。 

DT CaSO4 2H,O0<2Ca $041/2H,0+3/2H20- - - 107°C 
(IL) CaSO, 2H,0Z2CaSO, (soluble Anhyd.)+-2H.,0- -93°C 
CIID) CaSO ,2H,O0z—2CaSO , (Insoluble Anhyd.) +2H20.™ 63.5°~66°C 

fly Van’t Hoff は 此 3 LREOBA ICING & CaSO.2H2O の 種々 の 温度 の 
ARAM RD, 温度 と 蒸気 礎 と の 開 係 を 示す 8 っ の 一 般 式 を 奥 へ て 居る 。 

此 Van't Hoff 等 の 結果 は 正しい も の と 信じ られ て 居る と 見 え , BA LH 
て の 主 な 無機 化 護 書 や 表 類 を 初め , 最近 の International Critical Tables に 
& CHEM ONTHS. . 

ESSEC AFUE T AEC BAD 6 UR OTB DG, B* OD 濃度 に 於 け 
る 濃縮 海水 中 で 固 相 と し て 析出 し て 來 る 硫酸 石原 の 詳 移 の 模様 を 知る 必要 
を 生じ た 。 海水 の 如き 妨 類 の 水溶 液 中 で て, ML し て 存在 し て 居る Akt 
DiS RIS, WAKAO IRASA & , RB FO 7k RGAE & DA ACSE LW 
WiC Bo WAL — IRE O IB Baik O 7 FRSA 2 DWE LA Be 7 ESA — 
"温度 曲線 と Van’t Hoff 等 の 提出 し た 前 記 CDCGD (IIL) OBE ICE + る 3 種 


1) Van’t IIoff, Z. phy, Chem, 45, 357~360, 1903. 
2) Intern, Critical Table IL 122; III, 229, 279, 286; V, 196, 
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O) RASA Iii BE HBR & OBE Bie SK Uz uls, 基 の 3 温度 が 其 濃度 の 水 海 中 に 
於 ける で aSO42H。20 OD BEBRIT AS. WKS WHA LIC, 0~200°C 
fi AE A” OUR O PE AKI BEC SEARS e A UC, 目的 の Fee RE fll 
と 計算 上 と か ら 求 め た 。 

然し , MRIS UCR KEK RS, 筆者 等 , 叉 は Van'*t Hoff 等 の いづ れ の 
WECM OBHAOT SIELU MRA 3 DBMIMCH So MILER (SHE 
I UTROREBRO HRCA CRU EBD ASD E 3 dD %e BRED 
DARD LAAK RSI CORRS HMR CHOOT, HBEMO 前 後 敷 
nk lt +-BE ORE © GAN -C AIDES IE 4 HERBS & BDAC IED 
つた 。 Van't Hoff SOW SMI 認め られ て 居る も の で あぁ る か ら , Zid 
IGS 筆者 等 の 測定 筑 験 に 何 か 誤 が ある だ ら 5 と の 参 て , MAOH) & 時 
日 と を 費 し た が , 誤 は 筆者 等 に 非 ず し て Van't Hoff 側 に あり と 信 ゼ ざる を 
得 な く な つた 。 こ れ は 敷 年 前 の 事 で ある , 筆者 は 新しく Van't Hoff OF 
FLOP UA UCBEUSS PBR KOS ( 此 研 究 は 現に 畿 績 中 で て , BR 
DRC T SPH DIOR HD SD, 座 た る 結果 の 出る まで は BK 
7e WET FEW) 


HRB ROE 2 WD SH $s Van't Hoff RILPY TEOMA Rte 


ChE O58 © HEMET H 60 HEBOR FCB HO CAAMET HOE 
に , EE DL ICSE Ce ET SYEOWZW, thle Van't Hoff 以後 全般 
(LOT BAM AE LG TAS Rds, Van’t Hoff DAG RIC HE 
持つ た 者 は 筆者 の み で は な い 。 内 其 等 が 充分 確 的 な る 訂正 を な し 得る 程 の 
SOCHDOK BIC, Bice Ute Van't Hoff DF (EOI TH 3 rT 
WIEBE 6 REDOK o 

BRL, HVE OT IBEVO ISSR A UT, 最早 Van't Hoff DmA( Lies 
Bie eo Ck Db Oo 


/ 
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Soluble Anhydrite DREGE 

上 記 Van't Hoff OARS SRO ORS, HHORHD tL UC 
SjERiRE tBSk Ob, A Soluble Anhydrite それ 自身 の 不可解 な 性 
BCHS. Zé Van't Hoff の 名 づけ た も の で て で, MDI BSBRKAC FELT 
居る 無水 臣 CInsoluble Anhydrite, Natural Anhydrite) と は 異 つ た 和 性質 を 持 
b, 同氏 は 各々 前 記 の 様 な 居 移 温度 を 和 興 へ て 居る 。 此 も % の に 就 て は AKU 
RE BOWSE BAO. MHL UT Soluble Anhydrite は Natural 
Anhydrite (C343 4k & Hemihydrate (2 $}OT 非常 に 近い 性 質 を 持つ 
BD MR DI KO TAt. Hexagonal System £ RMB Gt. CK sds 
形 が Davis に より MIE I orthorhombic で ある 事 が 見 出さ れ , HOT 
Gaudefroy (2482 Hemihydrate % Wok LCA OBMEZ LIC Soluble 
Anhydrite (2 U, 1d < Tre Soluble Anhydrite は 容 pide hak LCI 
の Hemihydrate (fit Ft, AMA OD FA & ae ある 事 等 を 認め 得 
た 。1924 年 に 乙 等 の 現象 を 褒 明 する 久 に Link 及 T ung が 始め て 新 褒 を 提 
HLit, ZICKS & [Hemihydrate ($s BORM IE te LIC 1/2 rb 
の 間 に ICRA AKO I A 2 itt LIF る 所 調 Zeolitic な 含水 臨 に 属し , Soluble 
Anhydrite (£41 Zeolitic な 結晶 水 が 林 部 出 て し まつ た 場合 の Hemihy- 
drate に 過ぎ な い 』 と 云 ふ の で ある 。Tung は 謙 年 X 線 分 析 に 依り 硫酸 石 
ROM eked し 此 廃 を 更に 確か め て 居る 。 

然し Balarew は 1926 年 に 此 Link と Tung の 『 硫 酸 石 族 の OWES 
2 水 臨 , 1/2 水曜 と HOKE (Insoluble Anhydrite) の 8 の みて , Van'’t Hoff の 


1) W. A, Davis, T, Soe. Chem, I d, 26, 72701907). 

2) C. Gaudefroy, Compt, rend. 158, 2006(1914); 159, 263(1914). 
3)W. Biltz, Z. Anorg, allgem, Chem. 143, 231(1925), 

4) G, Link, H, Tung, Z. Anorg, allgem. Chem, 137, 407 (1924). 
5) D. Balarew, Z. Anorg, allgem, 156, 258(1926), 
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wo) Ci Ste7s Soluble Anhydrite な る 特種 の 形態 は 存在 し な い 』 と 云 ふ 
議論 を 攻撃 反 詩 し て 居る 。 そ れ て , IRC Clk 一 居 の 研究 を 要する の 
で あつ た が な, Me 1929 年 に Partridge 及 White (SBA ROM RADE 
AE BEI BAS GERD FROBMR BIEL, 自 か ら も GK 不 充 分 で あつ た 

100°~200°C 間 の 溶解 度 を 注意 し て 測定 し た と ころ ら , 所 調 Soluble Anhydrite 
な る も の ・ ゝ 溶解 度 曲 線 は 従来 知ら れ て 居 た Hemihydrate の 深 解 度 曲 線 及 
其 延 長 の 上 に 全 々 落ち て し まつ た 。 ここ に 示 LE BEE, WEOBERE 


第 = UW Lic MOK OVA AE BE dhe 
H,O-C.uSO4 024 (5B) の 大 路 園 で, 終 軸 に CaSO, 


の 其 水 溶解 に 謀 す る 百 分 卒 
横 軸 に 撫 氏 温度 を と つて 居 
Bo MiKEDE id 1926 年 
Chassevant の 測定 し た 

Hemihydrate の 溶解 度 曲 線 
EF は Partridge, White の 


ya Soluble Anhydrite の 
同 曲 線 で て , よく DE の 延長 
の 上 に ある 。 BY EF (& He- 
mihydrate と 同時 に Soluble 
Anhydrite の 溶解 度 曲 線 で 
ある 。 ABE は 2 水 臣 , XBC は 無水 監 (Insoluble Anhydrite) の 溶解 度 曲 
MCHS, CHOMMORHS 各 形 態 の 水 と PHC A SHEOEERT, 
E 跡 (98C) は 2 水 臨 よめ 1/2 KEEN OFEBR, BRE (38°C) (Sk 2 rH よ 
4&7 (Insoluble Anhydrite) へ の jB6Ri CH 4, Partridge は 績 いて 


g 40 $0 740 60 200 


Temperature 


1) E, P. Partridge and A, H, White, T. Am, Chem, Soc, 51, 360(1929), 
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Ramsdell £ J¢( HARA DEO Ez TANB IC UBER LX SUPT E22 IT 
Link’ Tung OMOE し い 事 を 裏書 き し て 居る 

之 等 の 結果 に 依る と , Soluble Anhydrite と 云 ふ も の は Zeolitic な 性 質 を 
持つ Hemihydrate の 特種 の 有形 , 即 dehydrated Hemihydrate と も 云 ふ べき 
も ので, Van't Hoff BX RHR EOTH <,HOTMEOR.K IBC LT 
AEB RD, 2 kid 6 ZICBOBAO AAR EIS 抹殺 すべ き で 
ある 。 MM UCHS! 3 BRO SBR b, 筆者 が 先 に 云 つた 通り 9, 同氏 の 結果 
(dE BE LHP UTR A, BY Partridge M73 t3E Bie Varit Hoff の 値 ) 
比較 する と Van’t Hoff Partridge 

CaS0.,9H ,OF2CaS0, 1 /,H,O+2/5H,0 | 107°C 98°C 


CaSO,2H,0Z2CaSO,-++2H.,0 63.5~66°C 38°C 

然し 此 Partridge の ょ Oh WARE ARO D 6jEBR PRD る 方 法 は , 
1/2 KEBOAREE THA S EAC, 過 管 和 に な 0 り 上 易 い 性 質 を 持 ら , 正確 な 溶解 
BINED ABET HO, 叉 2 水 臨 の 溶解 度 曲 線 と の 交 り が (直角 に 近く ない 外 
に , 正座 な 温度 で 無い か も 知れ ぬ 。 HK L 98° C(k Varit Hoff の 107°C ょ め x 
か に 寅 際 に 近い ゃ の ょ 筆者 は 信ずる 。 88°C AR KBA OEMS 
Partridge も 認め て 居る が , 元 來 溶 解 度 測定 が 100~200 ご 間 し か 無く 基 以 下 
で は 33°C と 云 ふ 無水 忠 の 不安 定 な 領域 て , KET SUED Ho —BDS 
DAD, 強い て 100°C ORCMOOE THRAMCH ASD OHNE L 
MEW o AO ARIBOUME ¢ 6 tr tc iRiiiizk P ~ OPAL th D> 6 Rob fe 
IED 6 &, 38°C OBE LOB LHEM LIES. GEO CHB DIE Bi 
Zé ERD 4 id fA OW BF A 


1) L, S, Ramsdel], E, F. Partridge Am, Min, 14, 59(1929), 
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PEAT (CBE RK OFA ICT CO) 
MBG UE BE AY ae BE 
Hao CRORE EA 
Ay hil 2 OBES OD keith HEEL, PROMO KIA HERE £2 HWE D BIL, RE 
ee ge Wie ay RRS 2 ae ee 
mNAS asc (L121 に 近く , & ORAM LIS 6 OMS Lo 特に S 原 子 は 
2206 ABO fo aviowd T & CALL 面 に 御 行 な る 正三 角 網 を な し て 配列 し 
Gruner 氏 に 探れ ば , T OMELOIGAE & SESAME AS Clk 3.84A, ESRI HS 
て は 3.95.A に し て , その 差 借 か に 8% に 過ぎ ず , Cu HT % SK COME 
行 し て , 正三 角 網 基 に 配列 する こと 赴 確 物 に 共通 な り 。 然 れ ど も, BES IC 
於 て は Cw, Cu”, Fe は それ ぞ れ 別々 の 正三 角 絶 を な し, 黄 鉛 左 に 於 て は す 
べ て の Cu と Fe と は 共通 な る 正三 角 網 上 交互 の 列 を な し て Aes] する を 以 
て , BILM BD Cu” と Fe’ ょ を 置換 し た る の み に て は , ょ し 原子 間 の 距離 
Fe ZIED THES B & も, 斑 銅 喉 よ り 黄 銅 路 を 導く こと は 困難 な る が 如 し 
BLA PLES IN: L ERGMIIE & OHO) 3 5 W 2 BIG OBWAMR © OWI CRB 
する た め に は , Cu” 及び Fe” と Cu’ と の 置換 を も 行 な は ざる べから ず 。 FE 
OT, 前 記 諸 方 法 に よ つ て 護 多 せら れ た る 斑 銅 確 と ERGO BE SRID & © 
ARE, Bic Cu” と Fe” LOBOS OT PE F SIS MS RS On 
RSS 6, HO, REERRBA ICAU S Cu” と Cw ¢t ORF RY ICT 
も な ほ 問 題 は 多 か る べき を 以 て , FAR US Hime BCID EL MIOTK 
1g DBR ABA DS Lo 
Wi SFP SX I 


1) J. W, Gruner, Am, Min, Vol. 14,p. 227, 1927. 
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FY wv # r He (Chalmersite) 2 AHWR CCubanite) と は 従来 別々 の 確 物 
Le Gh, 前 者 は 組成 Cu Fe.S3 w(t Cu FesS』, HHA RICBS CGH, 
後者 は 組成 CuFe2Ss, Sisk ¢ Wd btrk SD, 近年 Kalb, Bendig MR, 
Merwin, Lombard, Allen 三 氏 等 は , 共に PAB ANBUMLDS, Fee EE fl 
ーー 物 に 過ぎ ざる こと を 論じ た 0。 

x DW DO RES SMBS KE < PHILA TNE’, その RHO EL 
Ys. ELIO CARELME Cpyrrhotite) に 類 し , ま た tO fd a: bs c= 
0.5725 : 1: 0.9637 (& & < BAT REGERRHED a: b : c= 0.5793 :1: 0.9267~0.9927 
に 類 す 。 こ の こと は , 既に Rinne 氏 の 注意 せる 所 に し て , 氏 は RETRO 
FeS. FegS7 に 比較 し て チャ ル メ ァ 確 の 組成 Cu FesS4 を Cus. FeseSz と 
MHI Yo 

A> 2 OWN DO pee HS る に , CuFegSg 或 は CuFesS。 は それ ぞ れ CuFeS, 
+ Fes pk (£ CuFeS。+2FeS 即ち 黄銅 雇 と 磁 硫 幾 磁 と を 結合 せる に 入 し , 
前 記 Reuleau SOPRA), CuyS-VeS の 限界 より は 多少 外 に 在 れ ども , 氏 の 
SBISB ALC OMB RSSRUT, DK OMS 化合 物 の 存在 する 場合 
に は , BAR COMME Cu-Fe-S 三 成分 系 液 相 面 に 及ぼ すべ き に , 氏 の 結果 中 
に は 全く か すゝ る も の 見 ず 。 

Eb HET Bornemann 氏 は Cu。S-FeS 成分 系 の 研究 の 結果 , その 中 則 
(= 2 Cugs. 5 FeS な ぁ 組 成 の 化合 物 を 推定 し , こ の も の は , そ の 迷 融 に 先立つ 
TU UAE oh te, また 曲 出 後 915°C に 於 て 一 の 販 移 弁 や 有 す と 認め た 9 の 。 氏 
は 更に この 化合 物 が 一 方 に 於 て は FeS 2 ARB ete UT 7 AE 
U, MAAS T (SEO PAR 2 CulS. FeS Py cage & CARE te UT B 


IOCH: E.-Merwin, (Reo; deombard, shale Allen, Am, Min, Vol, 8, 185, 1923, 
2) F. Rinne, Ztb. Min. etc, 1902, S. 207. - 3) op. cit, 
4) K. Bornemann, H. Schad, Met. u. Erz, Bd, 13. S. 251, 1916, 


a wm RM oF IIL 


な る Wee EU, 所 調 2 CugS.5¥FeS と B Ry と の 間 に は それ ぞ ざれ 一 の 共 
Rite AS と 結論 せめ 。 3 

然るに その 後 Reuleaux 氏 は , Fe-Cu-S 三 成分 素 の 研究 の 結果 , Bornemann 
氏 の 所 調 2 CuzS・5 FeS (FERRELL, 氏 が 此 化 合 物 と FeS Mit 2Cu2S: 
Fes 2 EES SAA 7 RISB LOMO 共 融 是 と 認め た る も の は , それ ぞ 
れこ の 三成 分 素 中 に 於 ける Fe: rH (FeS を 主 と す ) id Fe: 8 yes 
(2 Cugs. FeS を 主 よ す と の 間 の 二 相 共 融 線 の Cus S-FeS (Hy う て の 断面 
CRIES ABC ST, 2 Cu2S. 5 FeS OMBR LE Bd SII こそ これ 
5 =O FMR sO b Osa O 。 

PRE 6 Fb STAG GAIER & CuFeS, ¥ Bes, また 2Cu。S. FeS 
70 ite) CHESAMEBD 6 5 CuyS. FegSs ®¥\SOS. RAC ZeIRDBNY 
BLM IC ILO CH AA, 2 CuyS. FeS の 代 め に 5 Cu, S.Fe,S3 を 認 む べき 
WHS Slt AMOM<, 更に 氏 が この 化合 物 を 主 と す る これ と FeS と の 
IVER) 5 B の 液 相 面 と 認め た る も Old, VLA 5Cu2S. Fe2S。 即ち DEG 
HE CuFeS。 即 も 攻 銅 座 と の 固 深 蟹 の 液 相 面 の Cu2S-FeS に 沿 へ る 断面 と 
認 む る 方 安 党 な る ぁ べ Lo AARAER HMO MPM SB CME Ko EBLE LS 
A, COMBACR TA RB E LIBS S(SsHIR LT 

Boa oe HRA EO AR 

WC OM <, RAE LAE CHE, Bormemann 氏 Reuleaux (eI O) praR 
BRO 7 YARIS, TASH THA CGE & te (SATE £ DILYS ¢ 
見 ら る さき 可能 性 多く , LD SMA GIMEOUY IEC AAR 2 WS o 
ii UC, PRABMASSHRIS CO BARRO MICH ST SMM TT © 

PROT, KRIS F vw 4 WHER IS ARGUED FRAKES @ LS Uc, 常に 
HH SHUG DO RFE RSUE IC FB KO, 特に Schwarz 氏 の 精細 な る 研究 に 擦れ ば こ 


1) O, Reuleaux, Met. u. Erz, Bd. 24, S. 99, 1927. 


19232) a i Bi tn Hh KB 


ODE (S75 (CTR ERR PICO A HE L, 黄 鋼 確 の 結晶 内 部 を その (111) 面 
OTH S, TICLE ET MOS CU, TRL B50 Ce 
DR SE HVS BI, BAA 75 FANE 18, BIS RC MNES. 
に , FE OSES & GO £ OHS FARE RBH Oo ZI KOT, 氏 は 所 調 玖 
FG WHEL SUBIC HSC Uk BE SMUT I NAAR cL, ROM esl. ZK OD 
BLU TCR F ARIE AME & EO CL eam Oo 

FISH LT 26 DRA: We X 線 的 に 研 完 し , PRB PARGHR C BES ¢ OFF 
FT HRIEEHEO X MURBUS, TESA L BUIEIR L OPE RIE GD X RRA 
LKEMS b, Ze 650°C CML TARED BD » HEBUL HHO AD & 
の と ほ ざ ー 致 する こと か を 示 し, WARO MA HE EO o 

IRR & WADERS O X 線 的 比較 

FES CO EER IC HE CAA ARSED X RRC IS, € OMEGA L 差異 ある 
Pts L,ZeEUT © OWRD OMIT VE 7 ERE tO と 信 ぜ る か の 如く ,Gruner 
氏 の 如き も その 最近 の 論 交 CEC ASSAM LF ee 2 BE) OSA 
就 て 論 ぜ り 。 

PRE & RISC ODED OAK OE FI & RETELDO PRANTL 4 2k, 
= DUD HAS Dp CT LS BERTI AS S Ct, Reulaux Ke) BRAG 
中 CuFesS4 又は GukFe.S3 (LHS る 化合 物 を 指示 する 何 物 も な く , HO 
CT CO AURIS TA LU, FeS t CuFeS。 と の 中 間 に 位 する 固 溶 骨 の 存する こ と 
等 よめ 9, Mra SASS WN (Kas Fn WGC DE HE L OD IIA IK 非 ず や と の 疑 を 放 事 
する 能 は ず 、 九 も 先 に Schwarz 氏 等 は , BATES KOH (= & OT £8 eR 
YIURIEZ & te SFL UCM SBI L, Hic Allen 氏 が Alaska BE HEGE 


1) G. M. Schwarz, Econ Geol. Vol. 18, p. 270, 1923; Vol. 20, p. 264, 1925; 
Vol, 22, p.44 1927. 

2) J. W. Gruner, Am, Min. Vol. 14, p. 227. 1929. 

3) B. L, Johnson, Econ, Geol, Vol, 12, p. 519, 1917 に 振る 。 
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OWE 910°~920°C 2H 3 CRAPO OBLBK 1200°C より 活か に 低 き 
OO TONDO DS et 
(CRATE (PSHE 2 L-CS UBD ISB SNS AEC 
Fee pained x eng jamaica ee 
溶 騰 を な すこ と に よ つ て ARES 6 抵抗 を 加 へ , LORMMEUE IS oR 

と 比較 し 得 べ し 。 
—_ RRR TSAO X PALL 

He TAHISIBIC, Kerr OPERA 2 MAMMED XMULORAR eM UT HAE 
Schwarz EGO NSM X SEB L THAR L CORSSRIBNED, 用 者 が 極め て よ 
(KS BeiED 
た る 上 , Kerr EMR} 
H REBRBEO XIE 
hte & ZL Hye 
と ょ と なし, 2% we FU 
の それ と 重ね 合せ た 


Chalcopy:ite, pyrrhotite 及び cubanite m X pape wy 
1, Kerr’s chalcopyrite に , FAIS Biel lc 


2. Schwarz’s chalcopyrite oe i 
3. Kerr’s pyrrhotite MSS > OMS, HF 


4, Schwarz’s chalcopyrite と pyrrhotite と の 基本 am yy seme L HEGRE e 
5, Schwarz’s cubanite 
6, Kerr’s chalcopyrite と pyrrhotite と を 重ね た も の FEE RB I= よる も の 
と 極め て よく 一 致し , Schwarz FEO) 所 調 AHGMEO HRA & , 黄銅 確 及び 磁 硫 
POUR BAU RUSHES SRE 
ZU CHES Zk, PAB ATSWK (SOT FUR ¢ , ERR tC OJEARRRIS UT 
BNBICRU SRS ORB AMI KO THE, 少く と も XR A 


1) W. IL. ep Econ, Geol. Vol. 22, p. 288, 1927. 


2) P, E. Kerr Econ, Geol. Vol. 19, p. 1, 1924. 


134C34) aA RR 


の 共生 贈 と 化 せ る も の に 過ぎ ざる 可能 性 多 Lo 

然 れ ども , か く の 如 き は PHARMD X REM L , 同一 組成 OBS FAVE 
UO TER DR OIE WD DEC & と を 同一 疫 置 に て 吟味 し て 後 始 て 言 ひ 得 べ き PT 
に し て , 信 は 唯 だ を の 研究 に 向 つ て の 一 小 working hypothesis を 提供 する 
DA. 

IRM EF PILATE LIER OTH A 

BI FREI SS (ds, Schwarz SLO HRBIC SO THY S BARE HI 6 
D (FEHR Ain He 22 A OL, 7 Palache AF DW DIC RA ia tH ve 
る 所 調 チ ャ ル メ ルス 確 と 同一 別 し 苑 し 。 思ふ に 前 記 Bornemann, Reuleaux 
諸氏 の 深 験 に 見 ら る ゝ 外 に , 更に 黄 鋼 確 を 主として ZC RR 2 & oS 
ISR 2 あり , 簿 て 等 軸 品 素 と せら れ , Fr xr MELB Ghee WI 
Wild, S OMOBNANNZ IE SS 32. 


folzvic FB b, HOMME  REGEMAE L OWN Ut, BEG tut: SGILRIO aie 
溶 喘 を 促 な ふ 共 融 開 係 存在 する が 各 く , CER, Wi OMA BULA 
後 し , 時 に 共 融 構造 を な す 所 以 な る べく, 例 へ ば 久原 齋 雄 氏 は 。 BOLL BEAR 
BIL AEC WU 2 EME & LBA, この 種 の 共生 角 に 着目 せ 0。 

18 U 2 2.6 ORAM BIE x ARREICSE S AUB %e LIT ICBM L-CIRTE SB 
は , ROMUET LILI RIC AL OPSWERE IS % HEL, 比較 的 低温 に て 生 
ぜ る も の は , 始め よめ 純 炊 に 近 き も の と し て 生じ , 高 温 に て 生 ぜ る も の また 
前記 の 如く 次 易 に 分 裂 し 去 る が た め な る だ し 。 

因 に 近年 チャ ル メ ル 和 の 存在 を 報告 せら る ゝ こと 比較 的 句 柴 な る に 拘ら 
ず , 本邦 に 於 て は 未だ その 存在 を 報告 せら れ た る こと な く , POLE 


%# BF (Fi )o 


1) AURFRHE Sh ES MESE, 9% 27 4B, pp. 165, 198, 251, 1920 (大 正 9 HB). 


pb 


wb ER 


Ti) DP i aa B 


822, AWBPOHA Holler, K. 
Sonnenbrand & FES ZF RE HER 
K, 玄武 岩 の 石 基 中 に BM tense 大 概 光 
SUR CLC, HR を 有する “グラ 
え ス ” が 部 分 的 た 豊富 に 生 ぜ る を 確 め ら る 。 
COMO 分 解 を 示す VIVA I WT 
(2, BWi% S Pass SKI AY 
Ali ct Ran. tOXBRKCK KY CH 
石 と 異な り て , CHUAKTD 灰色 の 部 
BIBL THMICKMOMPAHOY 
武 岩 と 種々 の 相 異 跡 あ り て , 灰色 の 部 分 
は 比重 2.73 な る に 、 玄 武 岩 の 夫 は 2.83 な 
り , 叉 灰色 の 部 分 は アル カ ヵ カリ, AleOs, 
H20 2 hit L,Fe2O3, MsO, TiOg, Sig 
AS PRD L, AL AK AS SER SR AY な 
BIC. FRAO SAR te 0, 更に 分 
本 結果 は Sonnenbrennerbasalt は 石灰 を 
アル カ ヵ カリ に て 特に 置換 せる 沸 石 を 示 し, 
然 ゃ 長石 素 武 岩 及 外 の 素 武 岩 よ り も アル 
カリー の 著しく 高き を 示す , か 《 く の 如 く 
Sonnenbrandm 2A Kis EL UCM tr S 
'b fly aS HEL CURA KA & Ee 7} 
を 見 る 。 (Zbl. M. G, P. Abt. A, 427~ 

428, 1929.) CREA) 

$23, MHA Y Viki Dickite 7c fH856 
BHR 0 

824, 70 | LSWROMRIC AH 
845 参照 。 
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823, BRIBLBSA Read, H. HH. 
Arnoge #71 -R 
卓 石 - ぶ ん シフ ェ ル ス は 殆 ん ど MC BE 
Fix Y BY oe 時 成分 と し て LUCHA, meget, 
BRALSAT PHO RALEOS 
鐵 量 を 示す 。 各 産地 の 革 青 石 に 就 て FeO: 
MgO tk & FS CRHKO MN Loi LFegO3 
は FO に, MnO は MgO 中 に 加算 せり 。 


Aberdeenshire, 


x Hb FeO/MgO 
Arroge, 1.32 
Gabo de Gata, 0.89 
Travancore, 0.72 
He A 0.56 
Madura, India, 0.47 
Tvaskbole, Finland. 0.39 
Guilford, Conn, 0.29 
Haddum, Cann. 0.28 
Orijirvi, Finland, 0.25 


Wit Po IC HIT 98 TS A 2 IC 
SLD BED D SEER EH Lo PINE 
Eskola は FeO: MLO 比 に より almandite 
又は Ccordierite +- anthophyllite)* の 何れ 
DEAF LASS aH & ABA AOR 
PIE LM S } WM & 23-SL (Geol. 
Mag., 66, 547~552, 1929): (8AK) 

826, MMEFORS CHET SMH 
Schneiderh6hr, V. H. 

EF 0 2 1) EC OS SERB AY TE IC BRL 
粒子 の 大 き さ を 測定 する に 利用 され し 方 
法 は , HAD AT, BA el BE WHT, WR Ve TT Ht 
(Schliimmanalyse) ; 4 ¢ LT, PKILSIES 
簡単 に と れ ら の 方 法 ORME RA, id 
後に 最近 溢 泥 分 析 に 代り て 特に 多く 使用 
せら る ょ に 取り た る 洗 湿 分 析 CS dimen- 
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tationsanalyse) (CB LC ZB UG 即ち 
LOFREOKS ( RH COMA S 装 
Ee, Bic Wieger, Gessner fj KO A BIZESk 
Fee AHL, Ric R. Lorenz OFAN ke 
引用 し , か 《 く し て 得 ち られ た る MF OV 
曲線 ょ り , 粒子 の 総 端的 の 大 さき 及 びそ の 
量 を 求む る 方 法 を 罰 べ た り リ 。 こ と の 方 法 は 
一 種 の 硫 物 の み の 場 合 に は 極め て 良 結 果 
を 示せ どす る, 多種 の 比重 及び 多様 の 粒子 
の 大 さ を 有 する 多 《 く の 硫 物 の 混合 物 の 場 
合 に た は 適 営 な ちず 。 然し 二 , HORAN 
ATA O 比較 研究 等 に は , と の 方 法 に て 
も 充分 満足 すべ き 結果 を 得 べ し 。(Metall 
Heft 8, 1~4, 1929) (HEAR) 
827. New Zealand, Dunedin #=@ 
岩 中 の 一 斑 物 に 就 い て Marshall, p. 
Dunedin ho Ss cit RA, HY 
EES ential Yt, 最初 
BA OMIA L BNbNKY 著者 
anes mA 或 は 方 
PSSA KET OIL 正 し か ら ず , 基 成分 及 
HES (x Microsommite 或 は Davyne |< if 
2 Hien MAX Vt HK の 少量 な る 
BM Bak Vit 石灰 に 逐 し き BK V Basil 
L, 新た に Ameletite (neglected の 意 ) と 
ees Tl ARTA A SEA 
DIP RIK irl, BRA 0.003 Ke し て , 分 
析 の 結果 は 12 Si0g.6 Alg Og: 9 Nay O 
NaCl を 以 っ て 示し 得る 者 の 如 し 。 叉 
Ameletite Lape AZNOg 2, 常温 に て 直 
ち に AgCl SEV RR HLAT SKK 
BRB CARD ICRWR 5S CMin 
Mag. 22, 127, 714~178, 1929C 上田 〕 
828, RBAPORAWE Rogers, A. F. 
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FUSE BESS SB BRA A AIC BA Lt 
FE ARV 注意 も そちら れ ざ り し が , 著者 は 
Rib HES ABA ICH ZABLE ITO 
i UC ASAP IC RES S 5 HOR GO 
ip f (0221) Rit CAL) ERB LS 
LOOPPRK MMe THe ARE 
Vo JHA PK RO ORAL ABA Le 
Mt SHIRL LCTHUSHKSERHR 
mOAR CL SRERO HE, ZL YV 
て 全く 適 営 な ら ざ る に EH ox, REF 
PRA © BEF OL BIZ C0112) KABFFIC LT, 
自 雲 石 の それ と 異な る が MC, と の Mik 
Ck YU CHW bSo 億 と の 種 の 双 上 品 は 
水 成 岩 中 の 自 雲 石 た は 全く 存在 せ て ざ る が 
ic, RA ORMBCKEUT 生 ぜ し も ゃ の と 
考 へ ちる 。 (Am. Min., 14, 245~250, 
1929) (HAS) 

829, 板 チ タン 石 の 結晶 和 構造 Pauling, L 
Sturdivant, J, H. 

7 = JER IE EY CHA 
Meir U LARS # v BE Cbrookite) OX HE 
造 を 精細 に 研究 せり 。 Bis ao= 9.166, 
bo=5.436, co=5.135 (AIC し て と の 単位 
直方 休 中 に 8 T1002 FH, TOBA 
Vv (Bravais # F(a ELMAR F te U0 Die 

Y 。 SARE Canatase > ke <p KL A Ctutite) o He 
mobi & BU t o BARE oR LT, 本 


| Hi MAD OMS 受け た る る , Hare 


£—-S 36 Gina e AT CL EAL, 


Oy Ov Ti 


x=0.010] €=0.230 |X=0.127 
y=0.155| C=0.105 | Y=0.113 | 
=0.180 » =—0465, Z= — 0.127 


6 edna 


¥ 


SRF TYORLAOMS BRE HE 

る 時 , MUG is LO JEBEL arse & と は 
ょ よく 一 致す と 逃 べ た り 。 

(Z. X, 68, 239~256. 1928) (HL) 
830, Norbergit O# Gis Taylor, 
W. FT., West, J. 

Nerbergit, Mg (F, OH)2 Mg2SiO3 の 
結 品 構造 を Bragg oii X 線 定量 法 に ょ 
り て 研究 し て Chondrodit 族 (AZER 
781 BIRD の 一 員 と し て の 開 係 を 明 に を 
Do MD 5 20=4.70, bo=10.2, co==8.72 CA) 
その 空間 群 は Vn CAMA T XU te 
2) に し て Chondrodit 族 の 一 員 と し て 
前 訪 781 項 の 事 賞 が 全部 適用 し 得る 。 


coCA) [a Fm 
Norbergit | 61.453 4 
Chondrodit} 3 x 1.488 2 
|Humit 14x 1.490 4 
Clinohumit | 9x 1.492 2 
Olivin 41.495 4 


CZ. X. 10, 461~474, 1929.) CRD 
831, 方 沸 石 の 結晶 構造 Gruner, J. W. 

79 =3E, RATES Hh RU HOG th 
HORM (EAE & LC HUA (anal- 
cime) (NaAl Sig0g. H20) の 構造 分 析 
に 及 べ り 。 MABE On ZERIRE CH 
唱 系 完 面 像 卓 族 の 一 員 う に 属す べく , そ の 
HELI; (Kid a=13.6440.05 (A うに し て 
16 分 子 を 含む と 。 そ の 原子 排列 は 未だ 決 
定 き れ ざ れ ど る ,700°C に 加熱 し て Hix 
BARRIS XBAI IBA ERM ORME ® 
MET, 且つ その FOE Bite L 
AIL, MEARBAO IK KT ik 水 は 
XK OVFCA FY HEIR IRA E fol F Ons 
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LAAT SaMLL, CZ. X. 68, 363 
~378. 1928) Cth) 
832, Dovbk vill La Conner 附近 の 
スト ロン シ ユ ウム 硫 の 産 苦 Landes, K. K, 

Celestite (K#A) 及び strontianite 
CARR YY UD APOe ET ZSxzbravy 
7 aTEK A PERL Skgit County  Fidalgo 
Island の 南東 隅 に 位 し この Fidalgo for- 
mation は 著しく 粗 粒 の Dunite CY vB 
Hea) ANBLD Dunite Reve pete Bee 
BlCkLVUWbnesS Dunite kV Ke 
bh, WRIA EL UCKBA zbev 
YY OT, HRARUD RO AEA, Be 
HAE VY KS, 更に とこ の celestite は 地下 水 
REE Y 3S BOM AIC KS & SHS 
述べ た り 。 そ の 理由 は え ト ョ ロン シウム が 
堆積 さる 石灰 岩 、 ALAR USO 水 成 岩 
完全 に 欠く 事 , 及 び 火 成 岩 の 多量 の 存在 , 
Mt Sit DBE aH IC BRS S TERRE EK 
の 存在 た 依る .(Am. Min, 14, 408~413, 
1929) CHAP J 
833, ユニ ヴ ア | サ ア ル チ ツ シュミ さ RD 
光 塁 の 研究 上 治 寅 次 慎 。 

BEY OIA Ik 各 Bi © LER, 結 
卓 系 , Me M OIE IC KOT 各々 R 
%So CHE OKBEOREK (LA 
APA EAS 6 4 Ole OBS, MAP 
CARMA ER CM < OF & hia > 
ECHR © kh Mh Che LS~h5 
Fo 

Universaldrehtisch (経緯 鏡台 〕) は と れ 
b OAR ROKBRINHKSLO 
に し て , 特殊 な る 場合 の 外 , FEM © HK 
物 廊 た つき て , KBE 測定 する と と を 
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ito COBM BIC TARE ¢ All 
At bHrYStUtTHALES*C ORM 
OREKOs HML, RC 研究 操作 と し 
て 2V の 測定 と 正 唱 催 晶 の 決定 , BAO 
強 き の 測定 , SPM RM 上 唱 に ょ る 測定 等 
& it~, 更に 経緯 鏡台 を 用 ひ て 得 た る 光 
ADM 2 (LEBEL と の 開 係 に つい て は 珍 魚 産 
斜 長石 の 化 移 分 析 の 結果 を 例 と し て と り 
之 と 比較 し て BLY L, 最後 に BBR I 
ょ る 研究 の 一 例 と し て 、 訪 岡上 落 嘉穂 郡上 
1 FAN) EE edt EO FZ BAA e 
LV CE OPORRARE ICO & MAB 
台 を 用 ひ て HBEL WEL, 2V の 測定 
ょ り は An$46% と な り , 又 C010〕) ょ り は 
An&347% Lie) CT, PY Ant246.5%, 
即ち 中 性 長石 な る 事 を 確か む 。 OKRA 
3k 6, 19~198, 1929)C HH BF) 


34, HEH CaS0.2H20 OMmeMBBle | 


つっ つい て Onorato, E 

CaSO4. 2H20 OFF ARR BYE LT 
CaSO4 の 構造 と の BARE THEY o ARB 
は a0=10.47, by=15.15, co=6.28<A), B= 
98° 58 な る period & A LAER Oi 
Be 認容 し Hi. MAME LEO 方 向 を 
“HM, ao’= 10.47, bo=15.15 co'=C101)= 
6.51 CAD, B’=151933 we 3 HALE HK E 
BEER GH LL, と の 内 に 4 分 子 を 含 
む , その Bravais 格子 は Tin CAVE 
DEF) LC, X OAR CO を 適 
営ん と す 。 そ の 分 子 式 は (Cag. 4g 0) 
(S04)2 と 書 《X さ べく , そ の 一 水 化 物 は 
(Cag: HH20X(SO04) う 2 EHC XL, SH 
F141 4 vy OBMELAMAE LTR BE 
EH~KY, S04 及 120 は 夫々 群 を 形 


KL, t OME AHAB O 場合 に 類似 
L, WSS ERG te S 構造 上 の PA 
を 有する こと と を 論じ, 一 水 化物 は 存在 し 
得る も, 三 水 化物 は 存在 し 得 ざ る と と を 
考察 せ りみ, され ど 之 等 の 水 の MMM 結 
合 の 機 橋 に 嗣 し て は 詳し く は 知る を 得 ず 
と 涼 べ たり 。(Z. X. 71, 227 ~325, 1929) 
Cie RED 


BaBRUAUS 


835, 日 本 本 土 朝鮮 及 満 洲 に 於 ける 玄武 
BORMEOARISOUT ANE S| 
ARSE HAS SDE, ARH 683 参照 。 著 
者 は 更に 次 の 結論 を な せり 。 即 ち 燈 岩 の 
BET AGH OBR O WWI OP [i & ER 
し , 時 地 磁 祭 場 は 恐らく Ape MAR 及 第 
SUCRE CRED HMC LIRA LIER 
敵 の 如き 短 態 に あり し な らん と の メル カ 
bY ORE BET 3 HF, 現在 之 等 地域 に 
WSO SMR OF Ms PHM HUI 
1 BST Le BR A) 55 AT AE JES BATE & Ze 
し ょ ち た リ し が 如 し と 。 CProc. I Acad, §, 
203~205, 1929.) CHD 
836, 印度 Coimbatore OW MBRU 
MBA BCAT SMB Iyer, L. A. N_ 
印度 の 敷地 方 に 現 出 する 片 旋 岩 及 び 結 
in Felt, 何れ る 更に 古代 の 片 旋 岩 ( 太 吉 
代 っ の 上 部 に 横 た は り , 印度 地 更 中 Dhar 
war system に 属す 。 著者 は と れ ら の 講 
Wop. FF AF Coimbatore 附近 に 
BET 6 LAA RABE & TO 
KV > HS Aa QO th A—Ae & it~, 基 
IC BReT Zant ) RHA 
— ER — 28 ACHR, BIC 2 Ar AR 


a ve 
TF Ao, A a 


抄 


(2) KARE Ge 3 HAH Bit 岩 
CScapolite-gneiss) RU 4 IK—Vr jit 8 
CCale-gneiss) © 2 種 に 大 別 し , そ の 各 に 
(DR AAMERU HARI OME 
を 述べ . 病 る 後に 印度 の 他 OWL Fic BIE 
TFomMtr SAAS Hee BRL, BRI 
Ch OORAOBAEM E me VBS 
と れ ら の 岩 右 は 火成岩 より 誘導 せら れ を た 
SIEM WA IC ld 非 ず し て , 同様 な る 水 成 
BOBRAICK VCR bite SHEN Ii 
岩 な り 。 (<1 う は 粘土 質 岩 石 が Katazone に 
於 て Tuermal or infra-plutonic metamo- 
rphism を 受け , BIC MANBA & Bh 3% 
の な り 。(2) う は その BAKA Se bs 
る る も , 杜 石 は 石灰 岩 の Thermal metamc- 
rphism に より て 生成 せら れ た る も の に 悦 
ひな く , 叉 岩石 薄 片 中 の BEY AIC & 
(iB oGELE~ SS oCMin. Mag., 
22, 121~135, 1929) (#RAR) 
837, Stubalpe DBA (bBseA BA 
研究 Angel, F, Rusch, A 
Fe SARA OBR RR & CAD PRPS 
XY OE, BD 一 基 性 塊 駄 岩 よ り の 成 
EY), CC) TRB KY DO 成 生物 , の 3 っ に 
大 別して 研究 し , A を 2 種 B を 2 種 C を 
5 種 , 都合 , 9DMORBADH EY. zz 
pk Y Niggli-Werte, B:cke-Werte, 
ILummel-Werte, S % # HL, RAAT BEN 
BK kV Mit  & WE LALBKD eA 
Ya~ eh BL LC BIC HERR VF 
Oe RA) OTE ite & LCA bi 
Sr ODEN MBit Gleisalm 中 心 部 の 
Ata CHSt SS OK LT, (B32 つの 
Kauzel Fy ii#tit Gl-ialm D fh FAG i 
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@L, HO 220 Kriiuzel pr eta hete- 
romorphic #7 SPV LEAVY, M- 
(C) ® Stubalm th jm Paragestine の 多 
{ OBA BAICK eA OBC ELD 
られ その 中 Bundscheckqueiss-Hirschegg- 
ergneiss の 一 敵 は Gleialmkristalline に 相 
営 す る も の な く , 反 て Koralpenkristalline 
KCRG ¢ AR SB Eklogitamphibolite に 相 
営 す べき も る の に し て , RK LOM Teigi- 
tisch-schiefergneiss は と の schiefergnei-s 
KE な る る の な り と 云 ひ , 叉 : 最 后 に 
Rappoldglimmerschiefer % 赤 猫 牡 の 位置 
の も % の に し て , LV ReKHo EK 立っ 
AB ATHIZE (Ec OWAAFOD Granatglimmer- 
quarzite と Grdssinggneiss と DF(K & WA da 
に し て , COMI SB Schiefer Fo bic 
BRit d WE e MS SrA LAV, 
Min, Pet. Mitt, 39, 255~303, 1928) 
Cray BF 
8°38. 石英 一 長石 岩 に M5535 MBH 
現象 と glomero-grannlar texture 
(“RET Hiwkes, L 

FAH AKYN = Krosafoss の granite grano- 
phyre に は 、 長石 と 石英 と が 共に mono- 
mineralic aggregation を 成 し , 基 各 は 活き 
graphic 乃至 spherulitic OAH ERP Fi 
kit Cht bn. 長石 及 石英 は 共に 
corrosion を 受け た る 跡 あ ちり 。 

Se CRB IE Zlk FOIE monomineraliC 
OBE TAR D as BAG LC TEL, 岩石 は B® 
体 と し て Sch AMLEL te 0 Las, OEM 
分 和 的 に 燈 融 し , 基 の 燈 体 が ANIL IC 結晶 せ 
bi RIC LT, MARA AML O H 
ABA ICO BY WRI) か た 一 の 
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corrosion K Lt, ERAT OROIEA 
HEC HICFEF. LO corrosion 74 fe 
(2H OWI HEH Ab-SiOg, Or-SiO2 
OIE RB REY B.S IC9TOCC に ょ り る も 
mPbTY LAML, MZCOe CHA 
4~SORBERMBRE VY. BIC RACH 
fel S glomero-granular textute に 就き て 
述べ 、 基 の 原因 は 兎 る 角 一 般 に 粗 炒 に 結 
fad WT & Zé bya D normal undisturved 
crystallization IC #8 Cid, MMOD OF 
集 す る 傾向 ある 可 き を 指摘 そり 。 (Min, 
Mag. 22, 163~172, 1929) (EFA) 
839, ARBOBMIS £S BRO HEI 
RET ACHH'862 SHR 0 
840. 外 國 諸 央 田 に 於 ける 火成岩 と その 
石 溢 に 及ぼ す 影 響 に 開 す る 研究 AM 
861 28. 
841, AW ABPORB AHH 827 参照 。 
842, 響 岩 中 の 一 新 硫 物 Ai 827 BHR 
893,. ヂ ル コ ニ ウ ム の 次 在 に 於 ける 岩石 
中 の 加里 の 検出 法 Reed, R. D., With- 
row, J. R. 

硫酸 ボル コ = ニ = ウム は 加里 を 検出 する に 
使用 そら る ゝ が , 之 に 依る 加里 の 完全 な 
SUR 容易 に 定量 する を 得 ず , 2a BE 
酸 ボ ルコ = ニ = ウ ム が 赤 草 符 硝 酸 ュ ベル ト に 
て 沈 涯 する 故 な り 。 デ ルコ = ウム の 存在 
する 時 は 加里 の 検出 に 先 ん ぢ て , 2ER 
去 す そし 。' 之 を 除 《 く に は 北 酸 , アン モ = 
7 2 Be Mei RUS microcosmic salt FAD 
る 時 は , 加里 の 減少 を AT RIC 不適 営 に 
じじ で ゲン モニ = ニア に は WM て の ヂ デル コー= ニ リム 
を 除去 する に 便 な り , 柄 し て 之 を 険 き アテ 
ン モ = ア を 逃し た る 」 語 ,! 濃 液 に Bee 


ュ バ ルト 液 を 用 ゐ て 加里 を 検出 す 。 舘 ほ 
デル コ = ウ ム を 除く 最善 の 方 法 は デル っ 
= ウム を 酒 右 酸 に て HA tye な し , 尊 
PERSE IC CH AL, 次 に 酷 酸 に て FARE 
KL, Bea b 液 に て 加里 を 検出 す 
る に あり て , 之 等 の RRR を 表示 せる 
22a tr YW o(J. Amer. Chem. Soc.11, 3238 
~3241, 1929.) CHER) 

844. 堆積 岩 の 比 重 , AS, BBG Ic 就 い 
て Athy, L. F. 

HEBRED © BEG AS Hb HERE IC HK Ue 3 52 
BERT is, MICS. © WABI KO 
THINS SLB, RHE tA 
に 種々 な る 開 係 を 論 謙 さち られ た る ゃ の 少 
Lo SILER © LEE TL AR & Baa & © 
BAe Pima ICH に を られ , 堆積 物 の 地 
下 に 存する 深き , 比重 , FLA LM Te 3 HE 
Bi © FRE 2 OBARE 詳 論 し , HO 2H 
OBA & PBSC KY TAL, Oklahoma 
INIC PS THES HBR S “buried hill” o 
高 と 謙 編 に 依る 凝 閉 と の 開 係 を 計算 せる 
素 を 掲載 を られ た り リ 。 HRM GoOR RS 
SAM OVS (THe FLA LICE YS 
KRU THROES SW awe Y oO 
(B. Am, A, Petr], Geol, 14, 1~24, 1930) 
CAA 


BRK 


845, 7A A SHRO Hy SHROMES 
的 組成 に 就 て Fisher, L. W. 
ZRORKO 分 析 を 吟味 せる 結果 , 所 
m7 174 bi FeO.Cr20s 分 子 の 
外 MgO. Al2O0s 分 子 、 FeO. Al20g 人 分子 
等 の 含ま る ゝ 事 を 指摘 し , picotite, ma 


ed via Sei 


Hb 


nesiochroniste, chrom- 


hercynite SOMME MEV ZK kh 
ば , RH ク ョ ロリ マ イト の 分析 127 個 中 , 

FeO は 概ね 7~45%, Cr20s は 30~65% 
CLT, CDH Mgo 0~20%, Feg030~ 
7%, Al203 0~30% を 含む も の 甚だ 多 

Lo CAm. Min. 14, 341, 1929) て 渡邊 萬 〕 
846, New Jersey, Franklin 及 
Sterling Hill #hAOMSABKOKA 
Tarr W. A. 

ALC OW FOMMBK O RA LH 
FEL, GRR IT RAD KF (IK 於 て 石灰 
a PIC TRL, KUO 本 源 ょ より 上 昇 そ し 
BORK & BEM L te L, RST の fh ICH 
CDA EA, 方 解 石 及 SEMA HORE & 
階 伯 なし ゃ の な る べく 《 く 、 と れ が 酸化 し て 
RUE, BESSA TR SE ETRE eA, 更 
KEE RESHAPE, Tephroite ララ ンク リン 確 
RRMA DEE O HOKE PBS PB te kV 
MOSSE MSKBEVLLEORVLEE 
ふ 。 BK OF FAR を な す は . RKO 
形 駄 を その まく 維持 する も の な る ご さく, 
—MOURE BS 32, OB © 福 曲 作用 
の 結果 な り と す 。 RMALRARWoO 少な 
2 BRC OBKRITRAKA'P CK 
せら れ し ゃ の に し て , WRK KU 6 BH 
BUR HEX OHEWBS BOY LAO 
RIRLEE ASOD F © am ik LS RT 
fER OG RIK O RATED R © IC 
Y し 相互 作用 に 依り て 形成 さら れ し ゃ の 
に し て , と れ ら の 有 反 座 は EK 温度 の 影響 
及び 由 つ て 起 る 再 結 品 の 結果 な リ 。 著者 
ZURRKORRKSKY CAMA R 
の 現象 は , BE dR MT KLLA 


chrom-picotite, 
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Do (Am, Min, 14, 207~221, 1929) 
Crp BF) 

847, Venezuela, Guayana High- 
lands O@iBRRIZXHET Newhouse W, 
H, Zuloaga G. 

Venezuela KL ZROSHKSHE & 
BEICSERMY Dk SLODL. MEF 
Y 7 ayn OPA 100 Wo Hh Bho Guayana 
Highland に ある El Callao Rly s, ‘ee 
THLE RO BBR LL CRT TL 
と と あり 。 FHACOMKIC HK CH 
Venezuela DSP EAS 5b yo— 
ANWAR SIRI O HEE, 成因 等 に RET 
詳 論 せる も の な りり 。 Thi Hm Pre-Cam- 
brian rock と し は gneiss, quartzite 及び 
sericite schist 等 あり て . 可 な り 廣 面積 を 
上 瑞 め , その 後 andesitic, basaltic tuff xk 
り 成 る Pastora series 及び sandstone, 
conglomerate, shale より な る Roraima 
series が 堆積 し , RC HERR A AVEAR 
SOI LT, SBMS EI この HR IK 
£2 CHM 5 So BM HIKAR & Y 
KV BF OPH & ARE E GIRL, 
FOMTRIL ED tras b OS RICEETET oC AK 
4 AGH 粒 の る の に し て , 人 金 及び 黄 鐵 
BUY Pie TA GABE V BRAD 
の な る と と を 認め 得 べ く , BMMO BUHIC 
YO THBT 0 % O1h > BIKA SRM & 
し て tourmaline 及び ankerite % FS 
BV. COMMEBRICSK VY ChALH 
L ( SOK & 5 0, BRIRIC 近 き EK 
岩 は 常に jasperoid OPENS HO, RAH 
DSBLIZLY LE. MRARULRO 
MEH HAT HIT SB, BREE IC 
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Hh 3 EAA OBUE TEA IC BH 
ir *® LOOUW ( BlLS 0 PUBIC LAF 
と し て 満 俺 の 酸化 物 を 見 た る 事 あ り 。 

と OSB D si Ale S BERR REA © Bt 
AIC RCE KWtr od, RRO と の 
BBC DUAL, WHE TEAR IC 先 ち て 起 
YVLAXHORMB eA tLe SR0ILT 
Tj % COMM CBAT hr tT LAE LA 
水 は gneiss 等 の 中 に 形成 され し 石英 脈 中 
に は 金 を 沈 潤 する と と な く , 多 さく の SH 
PRIDE IC ERR D LAI HERES 3 HER 
中 に RF SL_OKULT, BAAR 
AF RO HCA IS LO EERO OES 
と な り , POSE UBT SR OC HE 
な る 温度 の 調節 物 と な り , か くく て HERG 
PEO Lik ( DALBILO Zk LW 3 
も の な る ささ し 2。(Econ. Geol. 24, 797 ~810’ 
1929) CP BF) 

848, St. Andreasberg, Harz (<i 
FOS CS RLAYLEAICET 
、 Geilmann"W , Rose H. 

MIC WSC iat Se HEA 炭酸 質 脈 石 中 
に 見 らち られ, と これ に 件 な ふ 重 な る 成分 は Pb 
及び Hg' に し て 、clausthalite, tiemannite 
guanajuatite, naumannite, umangite, 
berzelianite, ${$qpk RU danaite ee 
RERALT. CHrhbEoORARUIKHO 
hres % HAV, 此 中 Clausthalite を 300°C 
に UgClo CRE LUC の 表面 に HgSe 
の 周 形体 を 見 た り 。 

PbS:+HgCla oo SttgSe+PLCI2 

と の 反 座 は tiemannite OFFER HE 
せる も の な り と 云 ふ 。 CN. J. Min, A, 57, 
785~816, 1928) C 中 野 〕 


849, BAGH RAM Rh SAME 


ORG Fackert W. 

BMA LAR Lath b OMFG & 
BIC BAGS FI CME LK SOAK Tha 
It SH AMICK LC, その た め 著者 は 
HNOg (比重 1.2 う 4cc., HCl 比重 1.19) 
9ce., 及び EtOH (96%) 1,2 cc. の 混合 液 
KC HRT & RRS LIC MD AD I 
識別 せら れ た り 。 BS MsATRs SH 
と し て の 特徴 ある ARMM et 55 DL, 車 
POR IL BUME te S DE RVIK ARE © IRAE TER 
を 現 出 せり 。 CMetallwirtschaft 7, 958, 
1928) CP EF) 

850, 朝鮮 に 於 ける 下 旗 部 の Sash tr I= 
BEC SAN EBS 

OK HO SR + OF MEMO the 
か ら ざ る 如く Br~brkeY UM, FH 
A ORME LC KY, 二 三 の KPHe ae 
CHEN か た に た せ む と し , ま づ 順序 と し 
て 朝鮮 に 於 ける EHO Mie, BOR Sk 
OAR, FPR ICB TS B HA D Fi fee 
HC BLT Beak L, 最後 に FRR iat OF 
KOs, <OPE LC 雲 山 人 金山 を Bo 
KV, MRUAEO RRMA 1,300 
~1,400 ROM KS VT, WARE VY COVE 
TK BSMARF KC HfL fA] EF 3 EM 
KALLE OPA IK PST BRIE _ERR & fe — 
の 品位 を 保 て り 。 著 者 は その 他 の 例 に 於 
て も ほぼ 雲 山 金山 と 同様 の 結果 を 見 る な 
らむ と 揚 言 し , 所 調 下 部 が Amite VL HR 
する と と に 就 て は 種々 の 設備 の 不 完全 基 
WORMRICK SLOK UTI AEBS る 
KA6TSREARe 0 OKMAR 6, 
156~,162, 1929) [中野 〕 


aca abe deceive 
So ata i ee 


ip 


BiheR Kk & 
851, FLIBBABCMS る 物理 
FRUBEO MIB Logan, J. 

29 年 前 テキ サス 州 ネ ピン ドル トッ プ 酒 
HORWUA WRU 2 477% OFF 
州 よ り 7.5 億 ペー レル の 巨 量 の 原油 が 探 
取 せ られ た る が , そ の 大 部 は SAA に 
開 係 を 有する も ゃ の な り 。 Wt Bie RK 
BARS RBM RB OB KC ko 
て , BEYER へ られ た る Ub 
は 空前 の 黄金 時 代 に 洋 し 、 昨 年 の FEAT OD 
如き る も 5.7 千 萬 ベ ペー レル に 上 る に 至れ り 。 
PAR BTIE & WO in & ANE ORRICK 
就 て は , 見 る 人 に ょ っ て ARE 異 に すれ 
ど , 1929 年 迄 に WEN (AHN PEK 
つて RAthkS 新 油 田 は , テキ サス 州 
“に 10 個 塵 、 を イジ アテ チ 和 州 に 11 個所 , 合計 
21fh sV 63 ARS Un, 即ち 同年 綿 
FED 11% HAE HEV 5 RIK 1926 Apr 
OEIC CHA THKLOSW, 19296 
Kew t UCHMRINZKEOKM 
FARIS 14 ICSE L, 何れ ゃ も 相 営 有望 な る 
b, MRA WHA Ke OB MK HRE 
bbe, ABEBRAYS LORBLO 
A OKMA WRECK CRANE YB OFE 
OR NAL TINO 4~5 A ERY, 
F-AtMebSb ULE ae BA 
FRCELS, Mime Y -2GuyT 1 sr 
以上 の うな る なか, Ris PRHBMALOB & th 
層 の 地下 の 「 園 丘 」 な る 例 が 少 か ちず 。 以 
LOS, 雨 州 に 40 (Bf OF ALE Jas 2 FO 
FECHA AH, TONHF (IS PIC MH 
に 着手 させ ら る 。 (Oil. Weekly 56. 145, 
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1930) Cinta) 
852, Aimteh cBReORA Athy, 
A. F. 

石油 の 根源 層 ょ より 現在 に た 於 ける 含 油 選 
中 に 移動 す 可 き 最 初 の 原因 は 頁岩 層 中 に 
起 る 謙 縮 作用 に 基 因 する も ゃ の な り 。 含 油 
Bird 石灰 岩 及 砂岩 は , HLS Ste 
基礎 縮 率 に 於 て 前 者 は 後者 より 小 な り 。 
HAOMMBIL 常に 深 さ に 正 上 比例 し , Ha 
中 に 存在 する 流動 体 は 亡 力 の 少 き 地層 即 
ち 礎 縮 の 小 な る 地層 に 移動 す 。 

万 絆 に 基 因 する zonal migration 2 
な る 深き に 於 ける 水 の 成 分 の 相違 に 依る 
LOLMAS SET Lo 落し も 石油 が 
TUABAKGE, BAPE IK WL BO WRGE 又は SAY 
WROD RRO WKH Kb StoLtHY, 温 
Hout, 浮力 及 CMP RRA 石油 の 移 
動 集 中 に 癌 係 な きも の な り oCB. Am. A. 
Petrl. G-ol. 14, 25~36, 1929C 入 木 〕 
853, 南西 オク ラ ホ マ 油田 地方 の mae 
se Becker, C. M. 

著者 は Wichita uplift を 詳 論 し 上 征 和 と 
南西 Oklahoma OF yh Bp eth hy 
Oh AH LOM RE meV. WLC 
油 地 方 の ea & aL, Wichita 
uplif. Kio CH We Hs WB OE 
ょ り 現 世 の 産 油 選 以下 の 地層 より 産油 の 
可能 性 ある 事 を 論 ぜ り 。 CB. Am, A. 
Petr], Geol, 14,37~56, 1930) CAA) 
854, 堆積 岩の上 比重 , FLER Ble T 
ARH 843 ZAR 0 
895, Aad See Shae CET 
Tio 


著者 の 著書 石油 ア ぇ ファ ルト 試験 法 に 


水田 政 
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PCA OR AB ABIE & ROM ( HE 
せり , 即 ち 試 油 を 入れ た る 二 重 試 験 儲 を 
ASCH IC FHA L, AU ORER せる を 認 
むる や MAME e WUT 水 下 に 支持 
し ,5,~15 秒 間 に 於 て 油 面 に 燈 融 流動 が 認 
WES NAF OME SW CHERIBA ER VG 
一 般 に 行 は る * ゝ 方法 は 管 を KP 支持 
L, 5 秒間 に 依 て 流動 ざる 最高 湿度 を 以 
て 表 は さる くる も , と の 方 法 は 常に 正確 な 
bY StkS Vo MRKICB TL FAH I 
~Lpd te SF BA DG RUS i OH 
MICA ICRU TARY ZLORV, CO 
POH FIC Ge AL EG GEL PIC SC (AR 
jin Je Gea ti Ze S Mh YeAABA HE UL HG NAD BE I BoE 
な く , HAC OMI AL, 1°C 以下 の 差 
KE CABAB ERM LLZEYOKU 
PMD © WE GE & S~15 秒 と 限定 す 
We Or 0 Leiame Vo CT, th, Mem, 
33, 126~128, 1930) CAA) 


= eA RD 


856, 新 カ オリ ン 斑 物 Dickite Koss. 
GS Keer, P,; F. 

A AE LG LTR IC BG LTE BD JEG 
素 産 地 Anglesey J%, Almwch 産 カ オリ 
» Bei LAM Dickite を 提言 せ 
Y, pei per A. B. Dick 氏 に ょ り 
て 詳細 報告 せら れ カ オリ テイ ト と せら れ 
し も ゃ の な る が , 著者 等 の KSA MZL ヵ 
AVFALKASELES Hat, ko 
て Dick KKMATHLEV, KCHA 
bh WiC BL 2HQ0. AloOs. 2SiO。 な る 
成分 を 有する も の に は Freberg Er 7 F 
AP ERK LMU BRMSEATE StH 


Gk 


Vo 次 に 三 者 の 主要 成分 を 表示 せ ば 


Nacrite | Dickite [Kaolinite 


a=1.557| 1.560 | 1.561 
IR Pt Al8—1.562| 1.562 | 1.565 

y=1.563| 1.566 | 1.566 
36 MEA RKIE) IE A 


ay Pv 稀 に 
‘ace oe | ee 
に 於 ける 1° 


KEI IC BIL°-3-— —15°— 20° |10° — 12° 


Fj oe y sy; 
Se te, = ee | on (CRRA & Bela ¢ Whe 
染色 試験 ら aR は 


X 線 分 析 | SARIMRKRE AF 


(Am, Min., 15, 34~39, 1930) C3876 
857, 硝子 中 の 結晶 の 組成 奥野 俊郎 。 
Hb A % Ld AE BF Het SY IC AE 
ぜ る 結 品 を ネ ぇ ペク トル 分 析 に ょ り 定 性 試 
RE FFOLIK Mo 及び Pb を 含む 以外 の 
b DIZAM fi] — RD te V & , PEMERD a 
7 b BEE CH GER PEARED L & PAR IC 
燃焼 し て 二 列 の ぇ ペク トル を 線 を 得 た る に 
全然 同一 成分 より 成る を 知れ り 。 炊 に 定 
量 分 析 の 結果 Alo Os を 多量 に 含む 稼 隆 
tg CaO 含有 少く 《,CaO 多き る の は Alo 
O03 少し 。 故に 結晶 体 は Al20g, CaO, 
SiOg LU MSO LUE L, X BARE 
を 用 ひ , 標準 結 品 と し て クリ スト ペラ イィ 
ト 及 び 卓 右 を 用 ひ 秦 子 中 の 結晶 を 決定 せ 
ん と せり リ り 。 太 子 中 の 結 品 は 全然 同一 な る 
を 認め , 旦 ク リス トペ ライ ト ERO Hae 
FIARFA PERV HKU, 4, 
259~265, #34) 〔 吉 木 〕 
858, 焼成 枯 土 の 水 加 膨 用 現 象 吉 岡 藤 作 。 
Ba Ai UL FENCE 8 ORAL Pn Uk WE LD 
MGIC £ UK OK & Dk LSE 


tb 
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IMS ASSL?) MAMAKH 
TEBERASEE DS DIL 6 OF KE AYR 
し 得 べ く , AISEO RAKIM & BER LC aE 
要 な る 現象 な り 。 単 に 熱 膨 朋 の 相違 に ょ 
3 AFIS ASR tS SIC 反し , AAI 
の 場合 に は 長期 後に 現 は れ , BAe RH 
ACESS SRB PT MOU — 
な る 時 に は KUNWARO 得度 は , RASA 
の 大 小 に た にょ り て 影響 を 受け , 長石 に 富む 
ゃ の は 膨 懇 性 低 し 。 叉 熱 央 理 得度 の 高 さ 
に 比例 し 水 加 膨 月 に 習 す る 抵抗 を 増す 。 
1200?C. 以 上 に 1 時 間 焼 成せ る も の は 事 
Ri Ber S eV , (BH, 38, 55~ 
64, HA SCAN) 


石 ik 
859, AABARO 低温 乾 飼 に 開 す る 研 
究 (第 四 報 ) PADI. 


本 報 は 生成 骸 談 の 量 普 に 外 韻 と 石炭 の 
SHA L OWAKIC RET SERS BL OICLT 
RIC AU Ke S FRIAR IC IE BRK 
Wits Vo 著者 の RAK KI, 同一 
Pre ERE IC BST (LAP RY re HEIR © FEARS 
Hae S&S (WDE SDL PRO 
外観 は 常用 工業 分 析 の 場合 と 等 し 《 4 種 
FRICD RGN (, Hie OEIC HGS 
LU LHMHOMBRSL OSV, WL 
CAE IRE D NBL EDT IK IT SH 
KROMBML SILT SK, 前 者 の HA 
の 低下 な る を 常 例 VL T Sd, BRD 
20% AA OPIK bY CHEECH LOO 
Nate BR, 4, 246~255, 1929) 
(鶴見 
860, 石炭 の 球 化 区 態 測定 に 開 す る A 


の 比較 砂 究 Schimmel, F. 

AR aha BCL BUT © Sif Sth RE @ BRL IK 1K YT 
石炭 の 軟化 状態 を 知る Foxwell 氏 の 方 法 
及 一 種 の Pentrometer % JR Up HEC HAPS 
FED BME IK FED T HALRB & 4 SB Agde- 
v. Liyncker GD 77k © SERA & ADK 
る も の な り 。 著者 の 用 ひたる 試料 は 
Ruhr, Saar 及 Sachsen 産 の 三種 の 石炭 に 
し て 、 測 定 の 結果 に 依 れ ば 雨 法 に て 決定 
xt SMS 甚だ ょ く 一 致し . 後 法 に 依 
る 軟化 炭 の 固化 温度 は 前 法 た に 於 ける 玉 基 
の 最大 通過 温度 と 一 致す る を 見 た リ り 。 従 
aR Foxwell 氏 に ょ り 推 定 そ られ た る 固化 
BERN & Fy pss SE © FLO — Fe & teh } 
FLEE (2 EGE ELE ICSE S LC HR OIRAS 
SAKE Uo MVR EEA & PRB 
@ CHalbkokspunkt), ¥ive SR AYMBE & FY 
eB (Kokspunkt) と 稀 を せり 。 (本 誌 2 
258, PORES 492 S84) CBrennstoff-Chem, 
10, 319~321, 1929) (#8) 

861, xRkICRlk41c S BRO BED 
解 に よる 有機 化合 物 Horn, O. 

ARHRUL HSC KY Fie OMB AL IC LV TE 
られ た る 有機 化合 物 を 網羅 せる も ゃ の に し 
て , 第 一 に 吹 性 酸化 割 即ち 論 酸 及 硫 栗 に 
ょ る 酸化 製品 に 就 て 訪 し , 之 が 一 覧 素 を 
掲げ , 次 で 載 基 性 酸化 別 即 ち 過 マ シンガ ン 
酸 加 里 普 に ア ル ヵ みり リ 酸 素 に ょ る 酸化 成 生 
物 に 就 て StS, 石炭 及 福 炭 の 万 力 下 に HS 
ける 酸化 た に ょ り 得 ちら れ た る 有機 化合 物 の 
量 を 賠 示 し, BAP EPR BU AEA 
中 の 酸素 及 理 素 酸 加里 た に たよ ょ る 酸化 成 生 化 
合 物 に 就 て 旋 載 せり 。 (Brennstoff -Chem, 
10, 362~364, 1929) C 観 見 
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862, XRHOHARIC & S BROMEIK 
RC Lin tiekh. 

HH SH OAR Re OBB AK 
We, BARACK S BARO 題 微 鏡 組織 
HELIS RR Be ICR BER TEE (CBC HAZE & HE 
あめ, Aine A OAPE BELT ROM ( B 
察 せ り 。 WWSABCHIK k SAP OME IS 
WIC AEMESRE (EPAICK SRL OLBT LE i} 
ず し て , 火成岩 は 近接 石炭 に LBB 
物理 的 に 物質 を 供給 せり 。( 日 本 學術 協 信 
4, 350~358 昭 3 う CRBELD 
863, 外 國 諾 岩田 に 於 ける 火成岩 と HO 
ARI RIET BS IAT SHUR Lie 
HEB 

ARIS THE, 英國 及び KBR 基 の 他 諸 
國 に 於 ける 頭 書 の 諸 研 究 を 列記 せる も の 
に し て , 著者 は 本 報 の HHL LT KARO 
HUE RAFRIC IG 3 [ARO Hie & 懇 幸 せ 
ABER SEV TC HAMIL ONEIK BK 
F~ Lo Bt SUA eB EAH GJS HR 25, 昭 4) 
C654 J 
864. MARACHMRS CU ETSH 
に 燃料 分 析 上 に 生ずる 影 結 Mayer, K. 

賠 体 燃料 の 分 析 は 所 調 純 炭 を 基礎 と す 
SEOZ 6, MRAKD RRR ER 
め 間 接 に 知る を 得る の み 。 MS KPH 
分 中 の ある も の は BIC BERL Be tc BRL 
Fo EDC HARE LHR & — Fre 
Fo TRO DH OG LIS WAR UC 
PED IRD LES ARIK, RDO 多量 
を 含め る 燃料 種 に あり て は 自ら 不正 訣 た 
SERPS, 著者 は 此 間 の 消息 を 詳 に 
せん が FSIS, TE OD BBR ICH DHE の 
ILL VTL 6 KM OLR 2 wm 


分 の 含有 量 と の 嘆 係 を 吟味 し て , 上 記 の 
事 綿 を 認め , HAOMRD IK BWI Ss 分 
MEL BGR Yo HAHIEC RB SHES 
HIEROM Lo WSOAMPBe SAF & HHH 
PR ICC AEE L, HHPRIK k S 可 深 性 成分 の 
量 を 測定 し , RYE RD BEL, Kye 
湾 中 ょ り リ Feg O3O Re RY BRUM OD Ik 
を 推定 し , WRK VY Fe20s を 除去 せ 
RUC ARM LT > TKI DM 
TE UE RP WY PEE TY eR EE BS 
な り 。 CBrennstoff-Chem, 10, 377~382, 
1929) Cie 54) 
865, AABARORRSHSX ib 
PU RB 

EAL BIR ES DACRE Mie VER 
取 せ る 337 [HO WBC M & BARD We 
RIM LED ETO, Tie の Myke & K 
But £ OVI 40k LBS DATE 
を 提唱 そり 。 基 計算 式 は ,K 三 5. F+1°(V 
ーc. AD な り 。 Wik K it BS, V as 
BD, AIR, F は 固定 炭素 に し て 、2, 
b, CURVY, FMP bR cle Ke 
7800 au VY) ROLKMULT, a は be 
HLIC _ESNIC Fe MD BBE RAL CHEW 
た り リ 。 勿論 ぇ は 揮 品 分 及 水 分 に ょ り て 移 
動 す べく 〈, 著者 は a と MHL OMREH 
示せ り 。 AO AWW GER IC PS Cat ARH 
WO AtEA CIEL, ELC 良 結 果 を Hr 
Do CHAE, 7, 1323~1338, Wy 4) 

CH 54D 
864, TetrahydronapithaliniIngs 
の 石炭 の 低温 乾 餅 に 及ぼ す 影 響 
Kreulen, J W. 


AGI (EA S beh it 代表 前 の 


yb 


Flammkohle に し て 水分 11.9, 灰分 3.1, 
揮 細 分 37.9 な り 。 人 A"- 乾 人 錠 装 置 に た ょ り 原 
pee iting 20K 5.89ROF bFIVYE 
MAS 3% © VECO L, Bree A de 
FEW EE BIC, Pie OB id 殆 ん ど 差 
BE te ( Ef © aR A: OTE YM ed — te 
Yo CICK Y Chih Ae Mths 3 BRK 
% 乾 信成 生物 に 差異 を 生 ぜ ざる 事 を 知る 


べし 。 即 ち 原 炭 を 乾 飼 する る も 抽出 典 十 押 


出 物 質 を 乾 飼 する も 結果 は 同一 な り 。 
、Brennstoff -Chem. 10, 382~383, 1929) 


Ci 343 


867, ALFRAIBRINRELYT AE EK 
北 投 温泉 の 含有 固形 物 の ネ ペ ク トル 分 
BIC EU C. ERED HB Pb, Ba, Sr, 
As DTH OH, He IK Y, Yb, Ma, Zr, 
Tier Gans Dy: >. La? , Ce? Er?, 
等 の 諸 元 素 の 存在 する を 知る を 得 た り 。 


C2 BHT, 36, 172~178, 1929) (LH) 


868 Ete BER £ と の 間 の (LBA 
fe thia—H 

eB LG e OMIA L LIEU CHT 3 
BEC DOP dhe B LAER EE Y 
金属 の 移動 を 見 る か を 理論 的 に 研究 し , 
5 900 8a GP ht o> JMB IC BUS, Slag 中 の 種 
x OPEPRIIES BB, Ca, Mg, Mo, Al, Zn 
は その まく 残留 する も ,Co, Ni, Cu, C, 
Pb は 疾 鐵 相 中 に 移入 し , そ の 代り と し て 
TAREE D Fe の 一 部 は Slag 中 に 入り 
Rize Co, Ni, Cu, Cr, Pb 等 と 変 代 す 。 但 
L Mp, Al, Za Sas vagy Bez SE 


Gi 307¢47) 
その まく 残存 する と と を 論 ぜ り 。 
AL IK WIR AMO BE & 7 Blt 
& BREAR a & Slag LK JEL, F< より る も 
陰性 の Ue, Ag, Cu, Sn, Co, Ni, Cd, Pb, 
CrEARGHAAEIPK 含ま る きく と る も , 前 
WORK LOC MEI 移り , その 代 
り と し て BHI Me Y 得る も ゃ の は Fe 
OAPMSE~ 2 LMEYV, LSM 
A OBE WRI MC BI S Hw, MEA 
の 重金属 を 地球 近 《 に 搬出 し 得 べ し と 。 
( 鐵 と 鋼 , 第 15 年 , 第 10 Be, 昭和 4 年 , ) 
PELE BS J 


RRR 


RSROMARRE RiICMRLE 
6 RUBS BS +o le le, REM 
SF ME, HER ARE at 次 の 順序 を 
以 て 開か る ヽ ゝ と と くき 確定 せり 。 

月 6 日 (日 曜 う 午前 9 BE AC a ir A 

BME 28 HABA TCHS 

KIL ABS=aTeMe & He 

1. SEE ANIC REE 

1. #PiKA SPAR 

1. FA ERICH S & 終り , Hive 
DAB ADDRES 8 Op Se 

1. 事業 報告 

1 QA week & fF te 3. 

同日 午前 10 時 ょ り HMR 第 二 部 
に 別れ て ih SRR BAT, 第 一 部 講演 題 
BRU HA (LALO MLS 

同日 午 后 6 EK YD RL 

4 月 7 日 (月 曜 ) 午 前 9 時 及び 午 后 1 時 
307k Y 第 一 部 及び PO MHRE & FA 


308C48) 抄 he 
(TERIA OY 9 PEATE IC HED る BEAM IC ET 
4 月 8 日 筑波 地方 及び 秩父 五日市 地方 | ee ms 本 a, 道 
に 分 れ て 見 加 族 行 , BOR 5 園内 外 , 各 組 | BHAT HERI VR MEIC IR BAL 
BOARS AIC 限る 。 MAAS VE BE | ees Rom aR 
TBAB, HR, WMO 8k 秩 | ORSRRRTICRE COR 一 
父方 面 は 徳永 重 康 , 藤本 治 義 , 三 土 知 芳 3] AWE OPEMPBE DEY p cee 
SOM RO en (AH eg i) RT See ve eeeeece tere ee x F f 城 
Hem Rae— Hee Bi DRIAL Ez OA HIE 


4 月 6 日 午前 10 時 ょ り 
AMA OF & —Heb BEB & OBE 


4S PSca LAC Sees AR ROS 
J FEB ABEL 0 WRPRIC HET veer te eg 
DOO COO GSU OODOCSEIOCCTORECTE A 7 B. py ite 
偏光 題 微 鏡 並 に Fedorow 台 Ott Bb 
KRG SACRE ie TER SS 
* UE ia oe i 
WARE MN ORB se Uh fz as 


4 月 6 日 午 后 1 時 30 分 
OE 
メン の Varve PUBIC HET vere err e eens 
fl oe, a ee 
ARF Rite FA 3 = 40 It © DIK & He AF 
3D. esis doooanver sasckc FE eS bh 
SbanchQeneana waste ngetenor 坪 Re 大 
Ye AS LL FAD & ARP © HERE © LIC BA 
ee pE 2 BOR BE 
FF PAIS RBI OBA & IRA © 


TER [Bd HE D BLE] PED A Be DIC 
BAS 3 ED BACB Treen eee 


4 月 7 日 午前 9 時 ょ り 


SS) eS a a 螺 
陸奥 鳥越 基 性 岩 の ァ ルカ ヵ リ 長石 の 成 


因 だ 部 いで て ee 近 HR  m 
Wil CE BA EE Zi DPR PR ER cece eee | 
OO pp Jf: an k HG 

4 月 7 日 午 后 1 時 30 分 ょ より 
2M BC A I FG AC LLY CE Toes eee eee 
tence eee eee meena ee 山 fa fii = 


FO BOWAM MCR OB 
BRBBY Ie ear AY BK 

就 い で ee # BS. 4 ROR 
PA Ie © WAH yy lava-scum の 

#EYR AIC hybrid rock (CHET +--+ 


BSW BE pseud:-bomb の 成因 

ER TRI) る mW oa $e me 
Bil > SRS AAA © fnBkic & ZAR 
2) | ee it i 
7 FRU OVA RE- aE PE 一 
Bid > BRIER BIC FRO AE Ue 3 HE 
アン モニ = ウム の 成因 的 考察 
津 令 六 
因 に 第 二 部 は 主として 地形 , Hk, eRe 
Hee, JMOL, eA SICH ORE Tt, 


Se 


w= i At Bh OR eS PO a 


本 © &@ A 

ak me ® ih 
GRRE LEMAR 純一 PFE 
REE SH 4 OHEe 瀬戸 We 
Mee te | MMAR 


本 @ 願 (Ea) 
伊木 BR AR BE 小川 Be 。 大 井上 義 近 AN — HE 
片山 BE 金原 ER 加藤 武夫 河村 BYE ENOCH 
er KARTS 。 竹内 HE 田中 舘 租 三 徳永 重 康 
中 村 新 太郎 。 野田 勢 次 郎 。 下 林 武 保科 正忠 松本 — 
Bi 2 RR oS FRM Fb Om elt 
RS UMES (Ow 
上 田 — mike Wwe Hi BARS 瀬戸 Oe 
高橋 純一 高根 BR MAR Pe Be He Be 
aH w—- Ak RE HR RB PBR EE HK 


= - A @ iA 
RA =F A Dl (eri RAL ARS BE 


wm nae 四 月 一 Betr AAA A RARE S 


ine RTS 
AM 28 Thi RAG Fi IR BE ABR PS 
DAA RES 


BRAS & WH ! = 


印刷 者 

GU CORBET ATED RAPE A il MAES 
鈴 Ix AS Ss . ie uf i) 

SOR THES AT AA 


aid 


FD fil 所 OR 270 ®) ‘ae 

MET BERET AA HL ASEEMGRBRE)— 2% 60 38 
HE Ak ED hill HR LS ik + ey Ky 3: (BD 3.0 3B 
2 287% S608 ー ヶ 年 分 FH 6 (ALS 0 3B 
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